
第 2 1 回 ｢産科医療補償制度再発防止委員会｣ 会議録

日 時 : 平成 2 5 年 2 月 4 日 (月 ) 1 6 時 0 0 分~ 1 8 時 3 0 分

場所 : 日 本医療機能評価機構 9 階ホール

公益財団法人 日 本医療機能評価機構



○事務局

事務局でございます。 本 日 は、 ご多忙の中お集ま り 頂き ま して 、 あ り が と う ご ざいます。

会議を開始致 します前に、 資料の確認をお願い したい と思います。 まず一番上に ござい

ますのが、 本 日 の出欠の一覧、 それか ら 、 次第 と 本体資料と なっ てお り ます。 続き ま して 、

資料 1 と 致しま して 、 ｢臍帯脱出について (案) ｣ と い う 資料が ございます。 続いて資料 2

と 致しま して 、 ｢分析対象事例の概要 (臍帯脱出について) ｣ と い う 資料が ございます。 続

いて 、 資料 3 と 致 しま して 、 ｢常位胎盤早期剥離について (案) ｣ と い う 資料がございます。

続いて 、 資料 4 と 致 しま して 、 ｢子宮概縮薬について (案) ｣ と い う 資料が ございます。 続

いて 、 資料 5 と 致 しま して 、 ｢分析対象事例の概要 (子宮収縮薬について) ｣ と い う 資料が

ございます。 続いて資料 6 と 致しま して 、 ｢新生児蘇生について (案) ｣ 、 資料 7 と 致 しま し

て 、 ｢分娩中の胎児心拍数聴取について (案) ｣ 、 資料 8 と 致 しま して 、 l の集計結

果について (案) ｣ 、 それか ら 、 資料 9 と 致 しま して 、 ｢産科医療補償制度の補償対象事例に

おける脳↑堕麻痺発症の主たる原因について (案) ｣ と い う 資料が ございます。 資料に乱丁、

落丁等ございま した ら事務局までお申 しつけ下さ い。

それか ら 、 委員の皆様の卓上には、 ク リ アフ ァ イルに入れて、 ｢産科医療補償制度の補償

申請期限は満 5 歳の誕生 日 ま でです｣ と記載 したチラ シを配付 させて頂いてお り ます。 こ

ち ら は、 本制度の補償申請期限が児の満 5 歳の誕生 日 までであ り ますので、 本制度が開始

した平成 2 1 年生まれの児につき ま しては、 平成 2 6 年に順次補償申請期限を迎える こ と

と な り ます。 制度や補償申請期限の こ と が認知 されてない こ と に よ って 、 補償申請が行わ

れない と いっ た事態を防 ぐために積極的な対応が必要と 考え、 こ う いった周知のチラ シを

作成させて頂き ま した。 こ ち らのチラ シは小児科医、 小児神経医、 リ ハビ リ テーシ ョ ン医

な どの脳′ l･鞄麻痺児に関わる機会の多い医療関係者、 それか ら 、 入通所施設、 リ ハ ビ リ 施設

な どの福祉施設、 障害者手帳申請窓 口 な どの行政機関に配布 してお り ます。

それか ら 、 拡大 したポス ターも 、 ち ょ っ と遠 く て見づ ら いんですが、 向 こ う の時計の下

のあた り に同 じ内容でポス ター版も作成 しま して配布 してお り ます。 資料については以上

でございます。

それでは、 本 日 の進行を池ノ 上委員長にお願い したい と 思います。 よ ろ し く お願い致 し

ます。

○池ノ 上委員長

それでは、 委員の先生方、 お忙 しい中お集ま り 頂き ま して 、 あ り が と う ご ざいます。
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本 日 は 、 前回も 申 しま した通 り 6 時半までを一応予定させて頂いてお り ます。 それか ら 、

今回で 到頭 目 の議論を頂 く と い う こ と 々こな り ますので、 でき ま した ら 、 今 日 大まかな基本

的な骨子については、 コ ンセンサスが こ の委員会と して得 られる よ う な、 そ う いっ た方向

にまでご議論頂ければと 、 こ う い う ふ 捌こ ,思っ てお り ますので、 ど う ぞよ ろ し く お願い致

します。

それでは 、 議事に入 らせて頂き ます。 本 日 の議事は、 次第に挙げてあ り ます通 り でござ

います。

まず ｢臍帯脱出について｣ 、 事務局から説明をお願い致 します。

○事務局 (御子柴)

事務局でございます。 臍帯脱出をは じめ 、 その他全 5 テーマにつき ま して 、 本体資料の

に 、 これまで頂戴した ご意見について主な ものを記載させて頂いてお り ます。 そ う いっ た

と こ ろ も あわせて ご覧頂き なが ら ご説明 させて頂ければ乙思いますので、 お願い致します。

まず、 1 . 臍帯脱出についてでございますが、 こ ち ら は、 今回新たにメ ト ロ と 人工破膜

についてのフ ロ ーチャー ト を事前にお送 り しま した資料に添付 してお り ま した。 こ の点に

ついて主に議論 して頂き た く お願い致 します。

まず 1 ページ 目 でございますが、 分析対象の背景と い う こ と で、 今回の■■に見 られ
た背景及び危険因子を一覧表に してお り ま して 、 こ ち ら に関 しま しては、 以前、 脳性麻痺

を発症 した も のの臍帯脱出を発症 しなかっ た群を コ ン ト ロ ール群 と して掲載する と い う ご

意見も頂戴致 しま した。 そち ら に関 しま しては、 小林委員のほ う か ら も 、 純粋な コ ン ト ロ

ール群 と い う こ と ではない と い う ご指摘が ございま したので、 まずは今回の分析対象のパ

ーセンテージを表の中にお示 し して 、 傾向 と して記載 してお り ますので、 こ の点について

も ご検討頂ければ と 思います。

3 ページにおめ く り 頂き ま して 、 こ ち ら にメ ト ロ イ リ ンテルを使用 した事例の概況をお

示 し してお り ますo 以前･ -覧表でお示 し してお り ま して 、 本 日 も資料 2 と い ぅ こ と で冒
■lの概況をお示 し してお り ます。 一覧表に してお示 しする こ と で見える全体像も あ り ま
すけれども 、 逆に焦点が絞 り に く く 伝わ り に く い と いっ た面も あ り ます。 4 ページに表 2

と 致しま して 、 メ ト ロ イ リ ンテルを使用 した事例の経過 と して 、 一覧表の中から 、 メ ト ロ

に着 目 した点を抜き 出 した表を掲載 してお り ます。 さ ら に 、 メ ト ロ イ リ ンテル使用前、 使

用時、 脱出後 と い う こ と で、 時間経過に沿って臍帯下垂脱出の確認を したかど う かも含め

た表 と して作成 してお り ます。
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同 じ く 4 ページか ら 、 人工破膜を実施 した事例の概況をお示 し してお り ま して 、 これも

同 じ く 資料 6 ページに 、 表 3 と い う こ と で人工破膜を実施 した事例の経過をお示 し してお

り ます。 こ ち ら も破膜前、 破膜時、 破膜後 と い う こ と で、 人工破膜につき ま しては胎児先

進部の固定 と い う こ と が大前提 と な り ますので、 適応も含めた形で、 また、 臍帯下垂 ･ 脱

出の確認が前後で行われていたかど う かも含めての経過をお示 し した表 と なっ てお り ます。

また 、 ページは戻 り ますけれども 、 2 ページに 、 発症時の状況と い う こ と で、 分析対象

の う ち これ らの分娩誘発 . 促進を行わなず、 自 宅で発症 した事例 と い う のが.lございま
したので、 その状況を文章でこ ち ら みこお示 し してお り ます。 こ う いった形でい く つかに分

けたパラ グラ フにはな り ますけれども 、 ■■を概観する記載を変更 してみてお り ますの
で、 こ ち ら 及こついて も ご意見が頂戴できれば と 思います。

また 、 併せて臍帯脱出が発症 した後の対応 と い う こ と で、 先進部の拳上や骨盤高位、 臍

帯選納な どの実施状況について、 一覧表の中に記載 していたも のを 、 文章及び小 さ な表に

ま と めたも のが 6 ページから 7 ページの記載と な っ てお り ます。 資料が前後致 しま して 申

し訳ございません。

前回頂いた主な ご意見 と しては、 人工被膜を実施する前の臍帯下垂がないこ と の確認に

あたって 、 経醐壼超音波の実施と い う こ と がなかなか現場では難しいのではないか と い う ご

意見も頂戴致 しま したので、 記載の方法を文章全体を通 して緩めてお り ま して 、 提言のほ

う で も 同 じ く ｢望ま しい｣ と いっ た語尾に変えてお り ますので、 そち ら も変更 した点 と な

り ます。

あ と 、 以前か らお示 し してお り ますが 、 臍脱に関する現況と い う こ と で、 2 1 ページを

ご覧頂き たいのですが、 こ ち ら に臍帯下垂脱出の図をお示 し してお り ます。 図 1 と 、 次の

2 2 ページに先進部の拳上と い う こ と で、 母体の胸膝位 と 先進部の挙上を示 した図を再発

防止委員会 と してオ リ ジナルで作成 してお り ますので、 こ ち らに関 しま して も 、 も し解剖

学的な も のです と か、 何か気になる点等ございま した ら ご意見を頂戴できればと思います。

最後に、 2 7 ページか らが提言に向けた記載と なってお り ます。 以前、 概況 と 現況等で

示 した数字や記載な どが 、 こ ち ら を読むだけで一見でき る よ う "こ と 、 記載を充実 させる と

い う ご指摘が ございま した。 少々長 く はなってお り ますけれども 、 一応こ ち ら を読んで頂

ければ、 今回の分析対象の経過等が分かる よ う な形に取 り ま と めてお り ます。 こ ち ら に関

して も ご覧頂ければと 思います。

2 9 ページからが提言にな り ますけれども 、 前回お示 し致しま した資料よ り も少 し言葉



を絞 り ま して 、 今回の分析対象事例で見 られた も の 、 あ る いは今回の分析対象事例か ら抽

出 された提言 と い う こ と を主に記載 してお り ます。 全体像 と しては ｢ガイ ドラ イ ンに沿っ

て使用する ｣ と い う 言葉でま と めて 、 下にの四角囲みに、 ｢ フ ロ ーチャー ト を参考に適正使

用する ｣ と い う 形に し、 文章をでき る だけ コ ンパク ト に した形に してお り ます。 また 、 3

2 、 3 3 ページのフ ロ ーチャー ト で使用にあたっての手順をお示 しできれば と 事務局案と

して考えてお り ますので、 こ ち ら も ご検討頂ければ老思います。

メ ト ロ につき ま しては、 挿入前に臍帯下垂がないこ と を確認する と い う こ と で、 確認方

法については様々 か と 思いますけれども 、 できれば経劃蕁超音波を行って頂 く 、 あ る いは内

診をする 。 3 2 ページのフ ロ ーチャー ト を ご覧頂き たいのですが、 こ ち ら の記載は、 太字

がガイ ドライ ンの記載になるんですけれども 、 メ ト ロ イ リ ンテルは容量によ ってモニタ リ

ングの実施方法の原則が異な り ますので、 ガイ ドラ イ ン上ですと 4 1 ミ リ リ ッ トル以上の

場合は連続、 4 0 ミ リ リ ッ ト ル以下の場合は連続あるいは間欠 と いった と こ ろでフ ロ ーチ

ャー ト が分かれてお り ます。 メ ト ロ イ リ ンテル脱出時には、 臍帯下垂 ･ 脱出の確認をする

と い う こ と で、 こ ち ら にあた り ま しては、 内診、 超音波に加えてモニタ リ ング と い う こ と

で、 オ リ ジナルで記載を加えてお り ます。

以降、 下の 2 つの四角 に関 しま しては、 産婦人科診療ガイ ドラ イ ンでは、 ア ンサーの と

こ ろではな く 、 解説部分に記載があ り ま して 、 臍脱後の対応 と して 、 臍帯圧迫が軽度 と な

る よ う に 、 用手経醐室的に児頭を上方に圧排する 、 骨盤高位を と らせる と い う こ と で記載が

ございますので、 白丸 2 つで先進部の拳上、 骨盤高位 と記載 しています。 こ ち ら のエ ビデ

ンス と しては 、 その前にも示 してお り ますR C O Gのガイ ドラ イ ンのほ う か ら も 引用 して

お り ます。

3 3 ページの人工破膜の実施における フ ローチャー ト につき ま しては、 先ほ ど 申 し上げ

ま した先進部の固定が一番重要にな り ますので、 ガイ ドラ イ ンの記載を引用 してお り ます。

未固定だっ た場合、 あ るいは下垂がある場合は実施 しない と い う 流れにな り ます。 固定 し

ていた場合、 かつ臍帯下垂がない場合は実施致 しますが、 実施にあたっては、 実施後に臍

帯脱出がない こ と を き ちん と確認する と い う 流れです。 臍脱後の対応 と しては、 メ ト ロ イ

リ ンテル と 同 じ対応にな り ます。 両方に共通 して 、 今回 、 臍帯下垂がないこ と 、 脱出がな

いこ と を確認 した後に妊産婦が移動 している と い う 事例がかな り 多 く あ り ま して 、 移動に

よ って臍帯の位置ですと か児頭の位置が変化 して臍脱を発症 している と 考え られる よ う な

事例がい く つかございま した。 双方のフ ロ ーチャー ト の下から 2 つ 目 の四角 に 、 移動にあ
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たっ ては 、 再度、 下垂がないこ と を確認する と い う こ と をオ リ ジナルで記載 してお り ます

ので、 こ う いった記載あるいは文言について先生方の ご意見が頂戴できれば≧思います。

以上です。

○池ノ 上委員長

ど う も あ り が と う ございま した。 臍帯脱出 と い う テーマについて、 これまでの議論を踏

ま えてま と めて頂き ま したが 、 何かご発言ございますで し ょ う か。

○上 田理事

1 ページの分析対象にみ られた背景については、 前回、 臍脱群と 非臍肌群でいわゆる比

較分析する こ と の ご提案を頂き ま したが 、 小林委員か ら ご発言があ り ま した よ う に 、 やは

り 本来のコ ン ト ロール群 と の比較が必要であ り ます。 実は私 ども 、 こ の制度では 、 脳!塩麻

痺になっ た児のデータ であ り ますので、 そ う でない一般の分娩いわゆる コ ン ト ロ ール群に

ついては、 産科婦人科学会 と も相談 しなが ら 、 いわゆ る コ ン ト ロール群のデータ が と れる

よ う に 、 早急に これか ら進めていき たい と思います。 今回については臍脱群にみ られた背

景の状況を こ う いっ た数字で示 してお り ますが 、 こ の よ う な こ と で進める こ と に皆様にご

理解頂ければと 思っ てお り ます。

○池ノ 上委員長

あ り が と う ご ざいま した。 いかがで し ょ う か。

○川端委員

私、 ち ょ っ と ま だ十分に理解でき てないんですが、 3 2 ページの一番下の と こ ろで し ょ

う か、 ガイ ド ラ イ ンの解説か ら持っ てき て 白丸で書いてある と い う のがあっ た と 思 う んで

すけれ ど も 、 ガイ ドラ イ ンでテーマ を挙げて皆さ んに提案する場合には、 アンサーに書き

切れない、 ア ンサー と して書 く のにはち ょ っ と きつ過ぎる と か、 そ う い う 場合に 、 解説の

中に埋もれさせている んですね。 ア ンサーでないのはそれな り の意味があるんです。 です

か ら 、 それを解説に書いてある ので 、 持ってき て こ こ に入れま した と い う と 、 ち ょ っ と 乱

暴なんですよ ね。 で、 私は、 こ こ の と こ ろについては、 そんなにまだ咀嚼でき てないので、

う ま い こ と 話せないんですけれども 、 そ う い う 重みづけがある と い う こ と を理解 して引 っ

張っ てき てほ しい と い う こ と です。 あ割まち よ っ と考え させて下 さ い。

○池ノ 上委員長

分か り ま した。 ガイ ドラ イ ンの解説の と こ ろの取 り 扱いですね。

0川端委員

に
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ええ。 解説にあるか らガイ ドライ ンがこ う であ る と い う こ と と るまち ょ っ と 違 う と い う こ

と です。

○池ノ 上委員長

ア ンサーのほ う が重い と い う 考え方でよ ろ しいで し ょ う か。

○川端委員

ええ。 ア ンサーで書いてあっ て 、 それでAB C の ラ ンク づけがある と 。 それは非常に重

みを持っ て提示 しているんです。 ですけ ど、 それ以外にこ う い う こ と も言っておき たい、

こんな場合も ある よね。 だけ ど、 本当は こ う やったほ う がいいけ ど、 それはまだ臨床上難

しい と か、 色々 な臨床上、 正 しい、 正 し く ない と言い切れないこ と っ てい う のは臨床では

た く さ んあ る ので、 それを色々 な形でち り ばめてある と い う こ と なんです。

○事務局 (御子柴)

あ り が と う ご ざいます。 ガイ ドラ イ ンをお手元のほ う にご用意 させて頂いてお り ますの

で、 2 0 6 ページを ご覧頂き たいんですけれども 、 分娩誘発促進にあたっ ての注意事項が

C Q 4 1 2 に記載されてお り ます。 本 日 ご用意 しま したフ ローチャー ト の中で、 3 2 ペー

ジがメ ト ロ イ リ ンテルのフ ロ ーチャー ト にな り ますが 、 太字の と こ ろについては、 アンサ

ーの中の文章を引用 してお り ます。 ただ し、 フ ロ ーチャー ト の上か ら 2 段 目 の囲みの 2 つ

目 の※ ｢入院時あるいは入院後に実施する ｣ はアンサーにある んですけれども 、 その右隣

に ｢緊急帝王切開が可能な施設あるいは可能な状況にある こ と を確認 し使用する ｣ 、 こ の文

章に関 しては 、 2 0 8 ページの解説に記載されている 内容にな り ます。

ただ し、 ア ンサーの中 、 4 1 ミ リ リ ッ トル以上に限った と こ ろ 、 6 の 1 0 ) 番に ｢緊急

帝王切開が行われる こ と を確認 してお く ｣ と い う 記載がございます。 こ ち ら が メ ト ロ イ リ

ンテルの容量を限っ た形でのア ンサーになっていたので、 そち ら と解説の部分を両方あわ

せて引用 してお り ます。 ガイ ドラ イ ン と しては こ う ですけれども 、 再発防止委員会 と して 、

メ ト ロ を使用する と き には確認を しておいて頂き たい と い う こ と であれば、 そち ら のほ う

を引用 して 、 4 1 ミ リ リ ッ トル以上の場合 と い う 条件づけ を と って もいいのか と い う と こ

ろが 、 L点ご検討頂き たい と こ ろです。

次に 、 フ ロ ーチャー ト のほ う の一番下の四角 の と こ ろに 、 先ほ ど 申 し上げま した対応に

ついて 、 ｢ も し も 、 臍帯脱出を確認 した ら ? ｣ の 中 、 ※で ｢-旦臍帯脱出を確認した ら急速

遂娩を行 う が｣ の下 り 、 こ ち ら の 2 行については、 確かにア ンサーではな く 解説部分か ら

の引用 にな り ます。 こ ち ら も 2 0 8 ページの と こ ろに記載がある も のです。 こ ち ら につい
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て 、 やは り ガイ ドラ イ ンでは重みづけ と してはまだ提言 しに く い ものであっ て も 、 例えば

今回の事例を見て頂いて、 再発防止委員会 と して推奨 して よい と い う こ と であれば、 こ ち

ら に記載 させて頂ければ乙思います。 今後 、 ガイ ドラ イ ンの改定にあたって、 臍脱後の対

応について、 ど う い う お考えで進まれている かによ って 、 方向性に相違がなければ、 こ ち

ら を記載する の も 1 つか と ,思いますので、 こ ち ら も ご意見を頂ければと思います。

以上です。

○池ノ 上委員長

箕浦委員、 ど う ですか。

○箕浦委員

私、 川端委員 と は少 し違 う んですが、 ガイ ドラ イ ンの範囲内で しかいけない と い う こ と

であれば、 ガイ ドラ イ ンを見ればよ く なっ て しま う ので、 私は、 再発予防、 再発防止 と い

う 観点か ら多少踏み込んでもいいのかな と 思っ ているんです。 こ こ に書いてある こ と は、

自 分の経験か らい う と 非常に有効だと思 う んですね。 ですから 、 その辺までは書いても い

いのではないか と い う のは僕の考えです。

それか ら 、 も う 一つ、 いつも こ のデータ は非常にわ く わ く するんですが、 さ っ き の移動

は、 本当 にすごいな と 思います。 移動を提言の と こ ろで、 ただ注意する と 書いてあ る だけ

なんですが、 ｢十分に注意する ｣ と か、 そ う い う 何か入れたほ う がいいん じゃないかと思 う

んですね。 2 8 ページの 2行 目 も ｢注意する必要がある ｣ のですが、 ｢十分に注意する必要

がある ｣ と 、 そ う いっ た強 目 の よ う な こ と ですね。

それか ら 2 8 ページ、 2 9 ページも 、 移動後には ｢注意する ｣ と あ り ますが 、 ｢十分に注

意する ｣ と 。 こ の移動 と い う のは、 僕はこれを見てびっ く り しま したけれども 、 ち ょ っ と

知 ら なかった こ と だも のですから 。

○池ノ 上委員長

先生がびっ く り された と い う のは 、 移動 させている と い う こ と をびっ く り されたんです

ね。

○箕浦委員

そ う です。

○池ノ 上委員長

藤森委員、 いかがですか。

○藤森委員

7



僕も どち らか と 言えば、 箕浦委員の話に近いと思います。 やっ ぱ り 提言なので、 ガイ ド

ラ イ ンか ら と い う のを分かる よ う “こ しておけばいいのかな と い う 。 川端委員がおっ しゃ っ

たよ う 々こ 、 A 、 B 、 C の ラ ンク づけ以外で、 D 、 E と かはないですけれども 、 言っ ておき

たいこ と と い う のは解説の中に入っ ている 。 それは事実で、 そ こ ま ではいかないけれども 、

やは り 知ってお く べき こ と と して解説の中に入っ ている と思 う んですね。 僕 もそ こ まで踏

み込んで書いていいと思 う 項 目 も あ る んですけれ ど も 、 ま あ 、 ち ょ っ と はっ き り 分かる よ

う &こ しておいたほ う がいいのかも しれない と 思います。

それか ら 、 移動に関 して も 、 やは り 破水後には、 例えば ト イ レ も分娩台で介助する と い

う よ う な施設も ある と い う ふ う に聞いていますので、 それは破水後 と い う か、 そ う い う も

のはやっぱ り 大切なイ ンフォ メ ーシ ョ ンだ と 僕も思いますので、 ぜひ強調 して頂き たい と

思います。

○池ノ 上委員長

藤森委員、 も し臍帯脱出を確認 した ら 、 骨盤高位にする と か、 先進部を拳上する と か、

手で上げる と か、 やっ ぱ り 委員はされますか。 やは り これはいい処置だ と 思われますか。

○藤森委員

児頭を上げる こ と はする と思 う んですけ ど、 体位を と る と い う こ と は、 特別我々 は して

はいないです。

○池ノ 上委員長

箕浦委員はいかがですか。

○箕浦委員

う ちは、 オバタ メ ト ロ を使っ ていた こ ろ 、 時々臍脱があ り ま して 、 その と き見つけた人

間が押 し上げたま ま 、 そのま まオペ室に行ってカイ ザーを して事なき を得た と い う のが何

例かあ り ま した。 骨盤高位を と っている暇は、 そ う い う ケースではないですね、 実際には。

○藤森委員

すみません。 私 ど も の と こ ろは原則、 生き ている赤ちゃんにはメ ト ロ は使わない と い う

方針なので、 双胎の 2 児 割こ臍脱 した と か と い う と き には、 押 し上げたまま 、 そのまま帝

王切開 した こ と も 、 数例ですけ ど、 あ り ますけ ど、 体位を と っ た り と い う のは指導は して

いません。

○池ノ 上委員長

でも 、 これ、 メ ト ロ 以外でも臍脱は起こ っている んですよね。



○藤森委員

そ う です。

○池ノ 上委員長

ですか ら 、 頭位の 自 然経醐室分娩の ト ラ イ アルの中で臍脱が起こ っている 。 そ う いった と

き には 、 押 し上げなが らオペ室に運んでい く と かい う こ と を一般にはよ く される ん じゃ な

いかな と思 う んですが、 箕浦委員。

○箕浦委員

さ っ き のは、 骨盤高位は と る んですが 、 胸月翻立は と る 間がない と い う こ と です。

○池ノ 上委員長

骨盤高位を しなが ら押 し上げて、 オペ室の準備を してやる と い う こ と ですね。 胸膝位は

ど う で し ょ う ね。 岩下委員、 ど う ぞ。

○岩下委員

マイナーな こ と なんですけ ど 、 3 2 ページ と 3 3 ページのフ ローチャー ト の一番下の囲

みの ｢臍帯圧迫が経鞄度 と な る ｣ と い う のは 、 ｢経｣ と い う 字が違いますので、 訂正をお願い

したい と思います。

○池ノ 上委員長

分か り ま した ?

○事務局 (御子柴)

はい。 訂正致します。

○池ノ 上委員長

あ り が と う ございます。 隈本委員、 ど う ぞ。

○隈本委員

こ のフ ロ ーチャー ト を見て思ったんですけれど も 、 これはメ ト ロ イ リ ンテルが脱出 して

いて 、 それか ら臍帯脱出が起こ る まで 3 0 分 と か 1 時間 と かかかっ ている ケースが結構多

いんですまね。 これは事例分析が積み重なっていった 1 つの発見ではないか と い う ふ う に

前々 から思っ ていま して 、 意外 と 時間がたってから臍帯脱出が見つかっている と い う ケー

スがある と 思います。 何 と な く イ メ ージ と しては 、 抜け落ちた ら直後に起き そ う な ものな

んですけ ど、 3 0 分 と か 1 時間 と か経っ て起き ていて 、 これは事例の分析 と しては相当い

い知見なのではないかな と思っ ていたので、 それがこのフ ロ ーチャー ト には盛 り 込まれて

ないので、 も しあれで した ら 、 追加なんですけれども 、 結構時間がたっ て 、 油断 したこ ろ
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に臍帯脱出が起こ っている と い う ケースが、 これ、 多分、 ほ と ん どそ う だと思 う んですけ

ど 、 僕の記憶では。 その様子を少 し提言のほ う &こ 、 これで言えば時間が 3 0 分や 1 時間経

っ てか ら臍帯脱出が起こ る と か、 心拍の低下が起こ る こ と があ る よみたいなこ と は ど う で

し ょ う かね。

○池ノ 上委員長

メ ト ロ が脱出 した直後はない と い う のを確認されていて 、 かつその後 1 時間 と かで脱出

した と い う の も何例かある んですよね。

○隈本委員

そ う なんです。 僕が原因分析で見た も のの中に 、 結構多いな と い う か、 ほ と ん どそ う だ

な と い う 。 だか ら 、 直後に脱出 している ケースはほぼ皆無なん じゃないかな。

○池ノ 上委員長

いや、 何 と かなっ ている のかも しれません。

○隈本委員

す ぐ気がついて、 こ の事例に上がってき てない可能性があ り ますよね。

○池ノ 上委員長

前に箕浦委員はそ う おっ しゃ っ ていま した まね、 脱出直後だけ じゃな く て 、 しば ら く た

っ てか ら脱出するのは、 先生も経験があ り ますよ と おっ しゃっ ていま したね。 やっ ぱ り そ

う い う のはあ るんですね。

○隈本委員

逆にい う と 、 直後にすぐ出ちや っ た よ う なやつは、 す ぐ対処 して事なき を得ているのか

も しれません。

○事務局 (御子柴)

資料 1 の 3 ページに 、 メ ト ロ イ リ ンテルを使用 した事例の概況をお示 し していますが、

最後か ら 5 行 目 の と こ ろに 、 ｢移動については、 においてメ ト ロ イ リ ンテル脱出後

に ト イ レや分娩室への移動があった｣ と 。 移動から の時間 と しては記載 してお り ま して 、

移動直後に臍脱を発症 した事例が■、 移動か ら 1 時間以内が囮細かいで郷、 1 時
間 1 5 分後が.I と い う こ と で一応お示 し してお り ますので、 移動までは さ ら に も う ち ょ
っ と 時間があった事例が多いかと 思います。

○隈本委員

要する に移動直後な ら気がつ く け ど、 時間が経っ た らつい監視が緩 く な る ので、 こ う い
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う と き に気をつけま し ょ う ね と い う よ う なメ ッセージが も しあ る と した ら 、 時間が経っ て

か ら 出ている例も ある ので、 気を抜かないよ 効こ的なこ と を提言 して頂ければいい と 思い

ます。

○上田理事

時間を確認 して、 そ う い う 傾向があれば、 検討します。

○隈本委員

だから 、 少な く と も 3 0 分以上経っ ている と思 う んです。 自室内に出ている こ と が見つか

ってから実際に何か事が起き る まで 3 0 分以上経っ ているケースが多いと思います。

○池ノ 上委員長

移動だけが問題か、 移動がな く て も脱出が起こ っている の も あ る んですかね 必ずみん

な移動 している と い う 訳で も ないですまね。 そ う する と 、 今、 隈本委員がおっ しゃ る よ う

な 、 そ う い う ケース も あ る と 。

○事務局 (御子柴)

メ ト ロ に関 しては、 メ ト ロ を使用 したI. と も 、 メ ト ロ 力脱出 した後 々こ移動があはす。
○池ノ 上委員長

移動 して、 その後脱出が発見された と 。

○事務局 (御子柴)

左様です。

○池ノ 上委員長

分か り ま した。 そ こ ら辺をま と めて分か り やすいよ う に して頂ければいいと思います。

先ほ ど川端委員か ら も ご指摘のあ り ま した 、 先進部の拳上と 骨盤高位を しなが らオペ室

に行 く までの処置について、 どの レベルの提言にするか と い う こ と 、 ガイ ドライ ン と の間

を ど う と る か と い う こ と をち ょ っ と 先生方に ご議論頂き たい と 思 う んです。 確かに我々 も

現実にはそ う い う こ と をやっている んだと思 う んですけれども 、 それを き ちっ と したス タ

ブ ィ ーで証明 されている と い う と こ ろまでまだ行っ てない と思います。 ただ、 実際にはそ

う い う ス タディ ーが されて 、 エ ビデンス を き ちっ と 出 されている と い う のは、 なかなかこ

う い う 状況では出て こ ない と 。 ですか ら 、 オー ソ リ テ ィ ーの意見 と か、 これまでの経験 と

かで方向づけが されている と い う こ と なんだ と 思 う んですけれども 、 産科婦人科学会 と し

てのそ う い う 提言 と いいますか、 ガイ ドライ ンの出 し方 と 、 こ の再発防止委員会 と して こ

う い う こ と が行われている と い う よ う な こ と を皆 さ んに ご案内する 。 例えば私は今、 お聞
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き して 、 自 分たち も そ う していますよ と か、 岩下委員は ど う でずかね、 先進部を上げなが

らオペ室に行 く と い う 。

○岩下委員

よ く や り ますね。 や り ますけれど も 、 エ ビデンスが ど う なのか と い う と 、 ただ圧迫が と

れる だろ う と い う 。 ただ、 その と き は も う 陣痛が強 く て 、 実際には どの程度圧迫が とれて

いる か分から ないですね。

○池ノ 上委員長

実際には心臓が動いている かど う か見た り 聞いた り しなが ら 、 早 く 早く と オペ室に連れ

て行 く と い う 、 そ う い う 現状ですよね。

○岩下委員

そ う ですね。 気持ち と してはやっ ぱ り 押 し上げたい と 。

○池ノ 上委員長

ですから 、 そ こ ら辺があ らわれる よ う な書き方で、 何も全てガイ ドライ ンが こ う い う 解

説を書いているか ら 、 こ こ に出 しま した と い う よ う な直結は しない形で、 再発防止委員会

と しては、 こ う い う のを こ こ に書いて、 少 しでも皆 さ んの参考に して も ら う と い う よ う な

--これ、 やっ た らいかん と い う よ う な反対の意見はおそ ら く ないん じゃないか と 思 う ん

です。 そ う い う こ と をやっ た ら危ない よ と い う 意見にはな ら ない と 思いますので、 それは

よ ろ しいですよね、 藤森委員、 いかがですか。

○藤森委員

いい と 思います。

○池ノ 上委員長

であれば、 そ う いっ た こ と を再発防止委員会 と して書いて、 ガイ ドライ ンでは解説にあ

る と い う よ う な 、 そ う い う 感 じでいかがで し ょ う かね。

ど う も あ り が と う ございま した。 他にいかがで し ょ う 。

○村上委員

先ほ ど来、 産婦 さ んの移動の件でご議論されている んですが、 十分に注意する と い う ふ

う な と こ ろだっ たんですけれども 、 移送等を担当する のは助産師が と て も多いも のですか

ら 、 そ う い う 意味で、 注意する って ど う 注意 した らいいのかなっ て思いま して 、 例えばメ

ト ロ の脱出後は 、 産婦は独歩では歩行を させない と か、 あ る いは車椅子移送にする のか、

排せつ時には床上排せつにする と か、 何か し ら の行動がイ メ ージでき る よ う な注意喚起が
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ある と よ り 参考になる のかな と思っ てお聞き していたんですが。

○池ノ 上委員長

いかがで し ょ う 。

○市塚客員研究員

ただ、 妊婦さ んを ｢車椅子で移送する ｣ と か、 防戦歩を させない｣ と い う よ う な強い形で

提示する ま でのエ ビデンス はない状況ですので、 こ こ でその よ う " こ書いて しま う と 、 それ

こ そ臨床現場が混乱 して しま う 可能性があ る と思 う んですね。 ただ、 やは り 注意する と い

う のは 、 今までずっ と こ こ に記載 してある よ う に 、 胎児心音をはかっていなければはかっ

てみる と か、 そ う いっ た現場の判断で注意 して 、 臍脱が起き てないかど う か見て頂ければ

いいのか と 考えています。

○池ノ 上委員長

よ ろ しいで し ょ う か。 臍帯脱出の こ と を十分考慮 して対応 しな さ い と 。 だか ら 、 心音を

し ょ っ ち ゅ う 聞 く と か、 そ う い う パターン じゃ ないで し ょ う かね。

○村上委員

そ う します と 、 歩行前後の ｢観察を強化する ｣ と い う よ う な、 そ う い う イ メ ージでよ ろ

しい と い う こ と ですね。

○池ノ 上委員長

それを入れて頂けばよ ろ しいかと思います。

○事務局 (御子柴)

提言には ｢注意する ｣ と い う 記載になっている のですが、 フ ロ ーチャー ト の中では、 ｢移

動後に再度臍帯下垂、 脱出がないこ と を確認する ｣ と い う 記載に してお り ますので、 両方

分かる よ う な形に記載をそろ えます。

○池ノ 上委員長

ち ょ っ と僕は気になったのは、 2 2 ページに絵があ り ま して 、 胸膝位での胎児先進部の

拳上、 今、 委員の先生方のお話を聞 く と 、 オペ室に行 く ので胸膝位で と い う こ と “刻ま と ん

ど現実にはや られていない と い う こ と にな り ま したが 、 骨盤高位の格好でス ト レ ッチャー

に乗せた り しなが らオペ室に運ぶんだと思 う んですね。 ‘だか ら 、 少 し こ の絵は違 う かも し

れませんね。

それ と も う 一つは、 これ、 右手で押 し上げているんですが、 皆 さ ん、 右手ですかね、 内

診 した り 、 赤ち ゃんを見る のは。 それは施設によ って異なる のかな。 右手だっ た り 左手だ
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っ た り しますね。 箕浦委員の と こ ろは、 右手 ? 左手 ?

○箕浦委員

我々 は左手です。

○池ノ 上委員長

岩下委員の と こ ろは ?

○岩下委員

う ちは左ですね。

○池ノ 上委員長

じゃ あ 、 右で も左でもいいですね。

○藤森委員

僕が聞いた話だ と 、 昔は右手で書いて左手で内診 して。 所見を書 く ために、 昔の先生な

んて言っ た ら大変失礼ですけ ど、 その よ う "こ教え られて 、 僕が入局 したこ ろは どち らでも

いいですよ と い う こ と で した。 前任の佐藤教授は左手で内診 していま したけ ど、 私は、 右

手は所見を書 く ために残 してお く と い う ふ う に指導されま した。

○池ノ 上委員長

右手で ?

○藤森委員

左手で診察するのは、 右手をあげておいて、 所見が書け る よ 効こ 、 みんな昔は左手でや

る よ う に教えたんだ と 。

○池ノ 上委員長

先生の時代になった ら ?

○藤森委員

君たちは好き な よ う にや り な さい と言って 、 ほ と ん どの先生は右でやっ ている 。 そ う い

う ふ う に教育されま したけ ど、 正 しいかど う か分か り ませんけ ど。

○池ノ 上委員長

川端委員はいかがですか。

○川端委員

左手です。

○池ノ 上委員長

内診は左手ですね。 私も左手なんですけ ど。 ですか ら 、 こ う い う ふ う 々こ右手の絵が出て
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く る と ち ょ っ と違和感があ るんですが。 じやあ 、 そ う い う こ と であればこれはいい。 ただ、

胸膝位を こ こ で強調する のはち ょ っ と あれかも しれませんので。 よ ろ しいで し ょ う か。

○事務局 (御子柴)

骨盤高位の絵にかえて先進部の拳上を記載する と い う こ と ですね。

○池ノ 上委員長

はい。

○箕浦委員

も う 一つ、 こ のデータ を改めて見てみます と 、 臍脱が起こ ったのは、 みんな 8 0 ミ リ リ

ッ ト ル以上入れている と い う こ と で、 一旦臍脱が起こ っ て しま う と 必ず し も う ま く い く と

は限 らないので、 む しろ こ のデータ か ら見る感想と しては、 例えば 8 0 ミ リ 以上は使わな

い と か、 そのほ う が現実的な提言かな と 。 これは非常に反論が多いと思 う のであれなんで

すけ ど、 そんな感 じを私 自 身は持っ ているんですが、 川端委員、 いかがで し ょ う か。 これ

を見る と その よ う な感 じになる んですけ ど。

○藤森委員

よ ろ しいですか。 こ こ で言っ ていい話かど う か分か り ませんが、 僕、 こ の間、 まだ 1 年

は経たない と 思いますが、 あ る大学か らの レ ビューが回っ て き て 、 ま 割こ こ のス タディ ー

だったんです。 も う パブ リ ッ シュ されているかど う か分か り ませんけ ど、 やは り 量にディ

ペンデン ト で臍脱する と い う データ で一応ア ク セプ ト は したんですけ ど、 いずれそ う い う

データ がそろ っ て き た と き じゃ ない と 、 なかなかやっぱ り 出せないのかな と い う 気は、 私

は個人的には してお り ます。

○池ノ 上委員長

あ り が と う ご ざいます。 こ こ で、 ドーズディペンデン ト の可能性みたいなのは、 やわ ら

か く は触れてあ り ますので、 1 5 0 以上はだめですよ と い う のは言ってある んですけれ ど

も 、 4 1 ミ リ リ ッ ト ル超える と ドーズディペンデン ト ですよ と い う こ と は触れてある か ら 、

今、 藤森委員が言われたよ う に 、 き ち っ とペーパーが出てき て 、 それがエ ビデンス と して

使える よ う にな る と 、 も っ と厳 しいステー ト メ ン ト を こ ち ら が出 していいん じゃ ないかな

と 思いますが 、 それでよ ろ しいですか。

○川端委員

先ほ ど隈本委員がおっ しゃ った時間の件なんですけ ど、 私も こ の会で分かったのはそれ

だと思 う んですね。 ずっ と ディ スカ ッ シ ョ ン されたこ と は、 自分の経験であった り 、 他で
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得た情報であった り して 、 こ こ で得られたのは、 時間がすぐ じゃないですよ と か、 ま た 1

時間たっ て も臍脱する危険性がある か ら注意 しま し ょ う と か、 そ う い う こ と じゃないか と

思 う んですね。 ですか ら 、 そ こ ら あた り を強調 して提言する よ う な形に持っていっ た らい

いん じゃないか と 思いますけ ど。

○池ノ 上委員長

じゃ あ 、 も う 少 しステー ト メ ン ト を 、 しっ か り そ こ を伝わる よ う に文章に出 して頂 く と

言 う こ と ですね。 勝村委員、 ど う ぞ。

○勝村委員

僕も こ の原因分析の結果か ら分かった情報を よ り 多 く 出 してい く と い う こ と で こ の再発

防止委員会の価値が高ま る と 思 う ので、 ぜひそ う い う 方向に と思います。 それか ら 、 1 つ 、

今 さ ら の質問でち ょ っ と 十分に読み込めてないんですけ ど、 事例の中にはメ ト ロ を使っ た

こ と 自 体が適切だっ たのか、 必要があったのか と い う 事例も あっ た と思 う んですけ ど、 こ

の提言の中に 、 どち らか と い う と 、 メ ト ロ 自 体を少 し抑制的に使 う べき ではないかみたい

な 、 そ う い う 趣旨の言葉と か、 ガイ ドラ イ ンに も ｢使 う 際には、 ｣ と い う 感 じの記述 しかな

いので、 そ う い う 使 う 際の適応の方向性みたいなのは要 ら ないのかな と い う のが 1 つ気に

な り ます。 ど う い う 感 じなんで し ょ う か。

○池ノ 上委員長

これは ど う ですかね。 石渡委員長代理がい ら っ しゃ った時の世間の動き みたいなのは、

メ ト ロ の使用頻度が どん どん減って き ている と か、 そ う い う こ と がはっ き り すれば、 従来

に比べて使用 される機会は ぐん と減っ ている が 、 しか し 、 まだ使われている と か、 でも 、

その中でこ う い う 事案が出て く る と い う よ う な実態は分かって く る ん じゃないかと思 う ん

ですけ ど。

○勝本･接ぎ員

事例の中には、 原因分析の報告書では、 メ ト ロ を使 う 必要があったのかど う か検討の余

地があるみたいな事例も ある ので、 そ う い う こ と も踏ま えた内容を提言の中に何か 1 行で

も入れられないか、 そ う い う 本当の必要性みたいなも のを き っ ち り 確認すべき だみたいな

こ と に関する記述も あっ て も いいのかな と思 う んです。

○池ノ 上委員長

そ う ですね。 メ ト ロ の適応については、 慎重に適応を選ぶ と い う よ う な こ と は、 当然そ

れはハイ リ ス ク 手技を行 う 訳ですか ら 、 それは書き込んでいいと思います。 今、 勝村委員
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がおっ しゃっ た よ う な こ と を。

○事務局 (御子柴)

今回の事例で、 資料 1 の 4 ページ、 表 2 のメ ト ロ イ リ ンテルの事例の経過のには、 ビシ

ョ ップス コ ア をお示 し して 、 頚管の熱化の状態をお示 し している んですけれども 、 こ の 中

で、 1 件 5 点 と い う のがあ り ますが 、 分析対象事例の原因分析報告書においては、 ｢頚管は

熱化 している と 考え られ、 使用についてはま だ医学的妥当性がない｣ と い う よ う な指摘が

あっ た例も ございま した。 適応については、 3 2 ページのフ ローチャー ト に 、 上か ら 2 つ

目 の囲みに ｢適応 ･ 方法な どをイ ンフォーム ド ･ コ ンセ ン ト を と っ た上｣ で と い う よ う な

形に含めて しま っ てお り ます。 よ って 、 先ほ どの ご指摘を受けて 、 2 9 ページの提言 ( 1 )

の①の と こ ろは ｢ガイ ドラ イ ンに沿って使用する ｣ と い う 記載に してお り ますが 、 ｢適応を

適正に判断し 、 ガイ ドライ ンに沿っ て使用する ｣ と い う 形で文言を加える と い う こ と で よ

ろ しいで し ょ う か。

○勝村委員

今の議論をお聞き していた ら 、 生き ている子 ども には使わない と 決めている大学病院も

あ る と い う こ と ですよね。 と い う こ と を考える と 、 も う 少 し抑制的に 、 使わな く て も産科

医療ができ ている病院がある と い う こ と であれば、 それはすぐに一般化でき ないのかも し

れませんけれ ども 、 そ う い う 方向 も ち ょ っ と &こ じむ よ う に書いて も ら ったほ う がいいのか

な と思っ たんですが。

○池ノ 上委員長

石渡委員長代理が調査 してお られた医会でのメ ト ロ の使用頻度の移 り 変わ り と いいます

か、 た しかそれを今、 見てお られたん じゃないですかね。

○上田理事

そ う です。

○池ノ 上委員長

あのデータ が出て く る と 、 こ んなに使 う 頻度が減っている よ と い う こ と は、 そ う い う メ

ッセージになる ん じゃないかな と 思いますね。

○勝村委員

じゃ あ 、 それはそんな形ででもお願い します。 こ の資料 2 に載っている表 5 と い う のは、

3 4 ページに これが入る と い う こ と なんですか。

○事務局 (御子柴)
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はい。 も と は第 1 回の報告書に 3 事例分を同 じ よ う るこ巻末に載せている ので、 そ ち ら に

挿入する予定でお り ま した。 先ほ どち ょ っ と 説明が不足 してお り ま したが 、 表を 1 か ら 4

に分けて 、 冒頭か ら 7 ページまでの と こ ろに各該当箇所にそれぞれ分割 して掲載 してお り

ます。 それで網羅でき る と い う こ と であれば、 資料 2 の一覧表はカ ッ トする と い う こ と も

1 つだと思います し、 やは り 出生体重と か、 へその長 さ と かも含めて全体を概観する ほ う

が有用だ と い う こ と であれば、 重複する部分はかな り あ り ますけれども 、 最後に一覧表と

して掲載する の も 1 つだと思いますので、 ご意見を頂ければ乙思います。

○池ノ 上委員長

いかがですか。

○勝村委員

僕は、 やっ ぱ り こ の原因分析の結果である 、 一個一個の事例をすご く 大事に して再発防

止につながっ ていった らいい と思いますので、 報告書には、 載せ られる だけ客観的なデー

タ は載せてほ う がいい と 思 う んです。 例えば 8 ページの一番上に ｢分析対象■■■の う ち ｣

と 書いている 、 その後ろに 、 何ページの表がそ こ で見 られるみたいな形があっ ていいのか

な と 思っ たんです。 その■■の表は巻末々こ書いてあって 、 鰄こ■lの事例があ る と い う
構造みたいに、 どん どん事例を見て も ら ったほ う がいい と思 う んですけ ど。

○池ノ 上委員長

ど う ですか、 藤森委員。 これ、 結局 、 今、 話があった よ う に少 し重複する んですけれど

も 、 個々 の事案、 例えばメ ト ロ と か人工破膜と か と い う ので、 各個別の表が作られている

と 。 それを全部ま と めたのが こ の資料 2 になる と い う こ と の よ う ですが 、 今、 勝村委員の

話のよ う に、 全体が見えたほ う が皆 さ んの情報 と しては有用だ、 あ る いは 、 これは重複 し

ている か ら 、 あま り コ ンブ リ ケーテ ィ ッ ドで分か り に く いな と い う 、 そ う い う 観点か らい

かがですかね。

○藤森委員

僕は、 資料 2 の表○-○- 5 は、 逆に引 っ張 り 過ぎてち ょ っ と分か り づ らいかな と い う

気はする んですけ ど、 む しろ分けて頂いたほ う が 、 僕 とする と 見やすいかな と い う 気は し

ますが、 結局同 じ こ と を書いてある んですよね。

○池ノ 上委員長

少 しポイ ン ト を絞 り 込んだ形で書いたほ う がいい と 。

○藤森委員
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と い う 気は しますが。

○池ノ 上委員長

箕浦委員はいかがですかね

○箕浦委員

こ っ ちのほ う だけでもいいのかな と い う 感 じが しますが。

○池ノ 上委員長

ある程度フ ィ ルター された形のほ う が情報の伝達と してはいいのかも しれませんけれど

も 、 隈本委員、 いかがですかね。 今の情報のこ と を 、 ま と めた表なのか、 全体像の表なの

か と い う こ と で。

○隈本委員

詳 しい資料的な価値があるので、 な るべ く 細かいほ う がいい と 思いますけ ど。

○池ノ 上委員長

細かいほ う が ?

○隈本委員

な るべ く 情報量が多いほ う がいい。 これを真剣に見る人 と い う のは、 こ こ か ら何かを読

み取ろ う と い う 人で し ょ う か ら 、 概略 と か、 そ う い う と こ ろは見る で し ょ う けれ ど も 、 こ

の資料を読み込んでいいこ と を見つけ よ う と い う 人に便利なほ う がいいと思います。

○池ノ 上委員長

いかがで し ょ う ね、 その他に ご意見は。 ほ と ん どが産科の資料なんですけ ど、 これ、 板

橋委員 と か、 これを ご覧になっていかがですか。

○板橋委員

ま と め る と い う こ と る こな る と 、 あ る程度メ ッセージを限定する部分はあ り ますね。 と い

う のは、 ピ ッ ク ア ッ プした項 目 は何らかの関連性がある よ と い う メ ッセージがそ こ に含ま

れる と 思 う んですね。 一方、 全体の表である と 、 事象を羅列 している こ と ではあ る んです

が、 詳 し く 知 り たければ、 やっ ぱ り こ の資料 2 があったほ う が良いのですが。 こ こ か ら何

を読み取るか と い う こ と が 、 見る側の意思によ る のかも しれませんが。 なので、 ま と ま っ

てい る ほ う が 、 僕 らが見る と き には見やすいです。 ただ、 こ の表については、 詳 しい こ と

を見たい と き に これがあればいいな と い う のはあ り ます。 後のほ う に付録でつけ る と い う

や り 方も あ る ん じゃ ないか と は思います。

○池ノ 上委員長
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事務局 と しては、 資料 刻ま見よ う と思った ら どこ かにある んですか。 つま り 、 外か ら ア

クセスでき る よ う な状況にはなってないんで し ょ う 、 今の と こ ろは。

○事務局 (御子柴)

はい。 報告書に掲載 しなければ資料にア ク セスでき ませんので、 も し一覧に して掲載す

る ほ う が宜 しい と い う こ と であれば、 現在の表はかな り 細かいですので、 確認する ･ しな

いな どの項 目 を も う ち ょ っ と 簡略化する な どでき るか と 思います。 また 、 危険因子 と か、

プラ ス子 ども の体重と かをあわせて 、 事例の傾向 と言えないかも しれませんけれども 、 一

覧表 と して見れる よ う な形でコ ンパク ト に した も のを掲載する こ と はでき る かと思います。

○池ノ 上委員長

なる ほど。 小林委員のご意見はいかがですか、 こ う い う 情報の取 り 扱いですけれども 。

○小林委員

私も 出 したほ う が読む人に と って便利だと 思いますね。 そ う した ら 、 先ほ どの臍帯脱出

を発見 した時期も入れる こ と が重要だと思います。 つま り 、 必要なものをな るべ く 入れ込

む と い う こ と を したほ う がいい と 思います。

○池ノ 上委員長

あ り が と う ございます。 今回 、 田圃のま と めですけ ど 、 まだ全体像を見て･ それな り
に分かる範囲ですが、 これが も っ と た く さ んになっ て き ます と 、 何を見ている か分から な

く な る ので、 あ る程度専門的な分類 と いいますか、 フ ィ ルターをかける こ と は必要だと思

いますが 、 鮎澤委員、 いかがですかね。

○鮎澤委員

私も載せて頂き たい と 思っています。 こ の資料 2 か ら何かが見 られる と い う よ り は、 こ

の報告書を読んでいて、 えっ 、 そ う なの ? 、 と い う と き に 、 ああ 、 .lなんだ、 何%なん
だ、 あ るんだ、 ないんだ と 見ていけ る資料と して分か り やすいのではないかと思っ ていま

す。 ですので、 今の事案も入れて頂き たいと思います。

○池ノ 上委員長

そ う ですね。 じやあ 、 大体皆さ んのご意見が出そ ろいま したので、 一応今回までは入れ

て頂いて、 膨大な量になってき た ら 、 そ こ には分類を しなが ら と い う こ と で。 はい、 ど う

も あ り が と う ご ざいま した。

○隈本委員

1 つだけ。 これは前の表もそ う なんですけ ど 、 あ り と な しが平仮名 なんですけ ど、 漢字
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のほ う が一覧性があっ て 、 私は古い人間なのかも しれませんけ ど、 あ り な し を漢字に して

も ら ったほ う が一瞬でぱっ と 見え る よ う な気が しますけ ど、 気のせいですかね。

○池ノ 上委員長

何かルールがある んですか、 それは。

○上田理事

原因分析報告書では、 あ り な しは平仮名で記載していますが。

○隈本委員

そ う ですか、 平仮名ですか。

○池ノ 上委員長

じゃ 、 機構のルールにのっ と っ て。

○隈本委員

臍帯脱出の対応、 有、 無、 有、 無 と 、 ふっ と 見る と漢字のほ う が分か り やすい。 ごめん

な さ い。 ルールな ら し ょ う がないですが。

○池ノ 上委員長

それは基本的なルールにのっ と っ てやっ て頂いていいん じゃないかと思います。 あ り が

と う ございます。

それでは、 次へ行き たいと思います。 ｢常位胎盤早期剥離について｣ であ り ます。 事務局、

よ ろ し く お願い します。

○事務局 (御子柴)

當位胎盤早期剥離についてですが 、 本体資料のほ う も あわせて ご覧下 さ い。 今までの議

論の中で頂き ま した ご意見 と しては、 いわゆ るガイ ドラ イ ン等にあ り ます危険因子に該当

しない事例が多い印象 と い う こ と で、 その点について提言を したほ う が よい と い う こ と が

主な論点だったか と 思います。

あ と は切迫早産の時期に発症 している事例も多 く あ り ますので、 早剥の鑑識リカ ミ 困難な場

合には超音波だけでな く モニタ リ ングを しっか り 実施する よ う に と い う ご意見が ございま

したので、 それ ら について記載を してお り ます。

資料 3 ですけれども 、 まず 2 ページか ら ご覧頂き ま して 、 こ ち ら の表 1 につ き ま しては、

発症 した週数の傾向をお示 し してお り ます。 表 裁こ 、 分析対象に見 られた背景と い う こ と

で、 パーセ ンテージ と 件数を示 してお り ますが 、 一応、 こ ち ら については、 以前 、 早産 と

正期産に分けた内訳を記載 しては ど う か と い う ご意見があ り ま したので、 ■■の中で早
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産 と 正期産の割合を分けて示 してお り ます。 こ ち ら もこ関 しては 、 何かの メ ッセージ性があ

る のか、 あ る いはあま り 傾向がない と い う こ と であれば、 臍帯脱出 と 同 じよ う に単純に背

景の件数と パーセンテージでお示 しする と い う 方法も あ り ます。 まず、 そち ら について ご

検討頂ければと思います。

4 ページに移 り ま して 、 表 3 ですが 、 こ ち ら るこついては 、 以前、 硬膜外麻酔を実施 した

事例の中で、 無痛分娩から移新テ したも のがある のではないか と い う ご指摘が ございま して 、

その う ちl■が無痛分娩施行後に帝王切開 と なった事例があ り ま したので、 注釈で加えて
お り ます。

5 ページに移 り ます。 表 4 に分析対象に見 られた初発症状 と して 、 事前にお送 り ま した

資料のには円 グラ フでお示 し してお り ま した も のを記載 してお り ます。 初発症状と い う 定

義がなかなか難 し く 、 原因分析報告書を読んでい く 中で分類 しているんですけれども 、 単

純に腹痛だけだっ た 、 あ るいは胎動減少だけだった と 明確に分け られる も の と 、 そ う でな

い も の と ございま した。 円 グラ フに して割合をお示 しする こ と が正確ではない よ う な点も

ございま したので、 ｢重複あ り ｣ と して単純に症状の件数を表に してお り ます。 かつ、 下に

お示 し している のは仮の図ですけれども 、 代表的な症状だけで発症 した も のが何件だっ た

か と い う と■■、 .l程度です。 代表的な症状以外の胎動減少 と か腰痛だけが初発症状
と して認識された事例が■Iで、 ■■。 それ らが混在 して両方、 色々 な症状で発症 した
ものが.程度あ り ま した。 それを上ルこ文章でお示 し している んですが、 こ の点について
どの よ う に記載する か、 あ る いは特に傾向がある 中頃向がない と いっ たこ と について も 、

先生方のご意見を頂戴 した く 、 こ ち ら の図ほ う を仮にお示 し してお り ます。

6 ページ、 7 ページについては、 初発症状に限らず、 分析対象に見 られた症状や臨床所

見をお示 し してお り ますので、 こ ち ら も ご検討頂ければと思います。

8 ページに 、 表が分かれて申 し訳ございませんが、 臨床所見をお示 し してお り ま して 、

いゎゅ る腹部板状硬ですと か胎盤肥厚像な どが見 られた事例も国1程度あ り ま したが 、
やは り 胎児心拍数異常で診断がついた事例も多 く あ った と い う こ と が 1 つあ る かな と思い

ますので、 先ほ ど先生方から頂いたモニタ リ ングも重要視する と い う ご意見に結びつ く 点

か と 考えてお り ます。

資料 3 ですが、 2 9 ページ以降が提言へ向けての記載になってお り ます。 現況について

は、 以前お示 し した も の と 大き く は変わ り ませんけれども 、 2 9 ページ以降が先ほ どの臍

帯脱出 と 同 じ よ う に 、 こ ち ら の部分を読むだけでも今回の事例の傾向が分かる よ う に 、 丁
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寧に記載 してお り ますので、 ご検討頂ければと ,思います。

先ほ どお伝え致しま した以前の ご意見で、超音波の実施についての提言については、 ( 2 )

の②に 、 超音波断層所見や分娩監視装置に よ る胎児心拍数モニタ リ ングな どか ら総合的に

診断する と い う こ と で、 どち らか一方では確実ではない と い う か、 網羅的ではないので、

両方で総合的に診断する と い う 提言に してお り ます。

胎盤病理の実施について 、 概況に も件数の割合をお示 し してお り ま したが 、 胎盤病理は

直接的な診断と な ら な く て も今後の原因究明のために実施する こ と が望まれる と い う こ と

で、 3 1 ページの ( 3 ) に記載 してお り ます。 こ の病理についての提言も専門家の先生の

ご意見が頂戴できればと思います。 主な と こ ろは以上です。

○池ノ 上委員長

ど う も あ り が と う ございま した。 いかがで し ょ う か、 常位胎盤早期剥離についてであ り

ますが。 岩下委員。

○岩下委員

こ の統計の中で常位胎盤早期剥離と診断 してか ら緊急帝王切開に着手するまでの時間 と

い う のは、 データ はございますか。

○事務局 (御子柴)

こ ち ら の提言全体の記載の方向性 と して 、 時間についての提案、 提言 と してお り ません

で したので、 現在はデータ を持ち合わせてお り ませんが、 確認する こ と は可能です。 ただ、

決定 した時間や診断した時間 と い う のがなかなか明確に報告書に記載されてない事例も ご

ざいますので、 あ る一定数は不明の事例が含まれて しま う のが現状かと思います。

○岩下委員

原因分析委員会の提言では、 急速遂娩が原則で、 高次医療機関に搬送する と い う こ と も

書かれている んですが、 よ く 我々 の と こ ろに送 られて く る事例なんかは、 そ ち らで帝王切

開 してか らむ しろ こ っ ちへ母体だけ送っ て頂 く と か、 新生児を送って頂 く ほ う が 、 児の C

P の発生のこ と を考える と そのほ う がいいん じゃないかと思 う んですね。 同 じ よ う に 、 臍

脱の と き も 、 高次医療機関に母体を搬送する のではな く て 、 大抵、 自施設で、 その場でこ

れは大変だ と い う ので帝王切開 している と思 う ので、 やっ ぱ り 時間が全てではないかと思

う ので、 一次施設であって もその場で帝王切開ができ る施設ですから 、 やは り こ の こ と も

考慮されたほ う がいいん じゃないか と 思います。

○池ノ 上委員長
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実は常位胎盤早期剥離を取 り 上げよ う と した と き に 、 これに対応する システムの運用は

ど う なっ ているか と い う こ と を 、 やは り あわせてや ら なければいけないん じゃないかな と

い う 議論も ち ょ っ と して頂いたんですが、 またそれを しっ か り 調査する には、 も う ち ょ っ

と 時間的に必要だろ う と 。 次のテーマか、 あ るいはその次のテーマに、 周産期救急に対す

る システムが ど う 動いているか、 それは個々 の病院単位のシステム 、 それか ら 、 地域単位

のシステム 、 あ るいは国 と しての色々 な制度上の問題点 と い う の も絡んで く る ので、 一応

それはこ の次に 、 今、 岩下委員がおっ しゃ った よ う に 、 何分で ど う した ら ど う なっ ている

と い う よ う な こ と か ら提言に結びつけてい く よ う な こ と ができればな と い う ふ う に対応 し

ている と 思います。

ですか ら 、 データ と しては事務局のほ う でそれはフ ァ イ リ ング して頂いている と思いま

すけれども 、 今おっ しゃ った よ う な方向性で次か次のテーマあた り でそれに取 り 組むこ と

ができれば、 取 り 組んでも ら えばな と 思ってお り ます。

○藤森委員

よ ろ しいで し ょ う か。 私は、 ■■の基 むこ 、 常位胎盤早期承暉藺咀l■で分析 したデ
ータ だ と 、 帝王切開決定か ら娩出ま で圏■だと平鯵引-l.、 中鶏直は■■と い う デー
タ で した。 今 、 先生がおっ しゃ られた診断して早 く 出すのがいいのはも ちろん分かってい

る んだけれど も 、 母体の こ と を心配 して 、 その後 、 D I C になって しま った り する かも し

れないから高次に搬送する と い う のが本当 に正 しいかど う かと い う こ と をこ関 しては、 今、

周産期委員会のほ う で女子医大の松田義雄先生が、 周産期のデータベース を使っ て 、 すみ

ません、 何例か忘れま したけれども 、 ぐ らいのデータ で、 方針 と して 、 今、 池ノ

上委員長がおっ しゃ った母体救命 と い う こ と で、 今年の 5 月 の 日 本産婦人科学会総会で、

産婦人科医 と の共同企画の と こ ろで話をする と い う こ と をこ なっ ています。

私は ･ にでの産科医療補償制度のデ;をま と めて く れ と 言って 、 今お話 し した圏
匿のデータ を松田義雄先生のほ う に渡 していて 、 その話も多分出て く る と思います。 こ の
■圏ではぁ り ませんけれど も 、 も う 少 し少ない例で出て く る と 思いますo おそ ら く その
場面でそ う い う 話で、 ただ、 やは り 実際、 子宮摘出 している事例なんかも 1 例あった り 、

D I C の治療なんかも 3 0 % ぐ らい されている ので、 やは り 診療所の先生 とする と 、 お子

さ んの こ と よ り も 、 その後の母体の こ と の、 自分の と こ ろで帝王切開 して母親がおか し く

なっ て しま う と 、 と い う こ と を非常に心配されている と い う 感 じは受ける ので、 その提言

と い う のは非常に難 しいと思 う んですけれども 、 あ る程度のお話は、 多分 5 月 の と き に出
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て く る と 思います。

○池ノ 上委員長

あ り が と う ご ざいます。 今の よ 捌こ 、 産科医療補償制度の原因分析委員会や再発防止委

員会か らデータ がだんだんそ う やっ て 、 いろんな見方を して頂いて、 今のシステム と かい

う 観点で、 今の 日 本はこ う い う 状況だか ら こ う し よ う か と 、 こ う い う と こ ろが大事だから

こ う し よ う か と い う と こ ろへつながっ てい く と 、 これが本来あるべき姿だろ う と思います。

そ う い う 意味では、 医会の先生方 と か、 あ る いは 日 産婦の色々 な関連の委員会の先生方が

そ う い う 方向で動いて頂いている と い う のは非常にあ り がたいこ と だなと思ってお り ます。

委員会 と しては 、 次か次 ぐ ら いのテーマ と してそれをぜひ取 り 上げる時期が来る ん じゃな

いか と 思います。 他にいかがで し ょ う か。

○隈本委員

その点についてち ょ っ と 。 そ の原因分析でもいつも そ こ は悩みで して 、 これを運ばない

ほ う が よかっ た と い う 評価をすべき かど う か と い う こ と で、 実際には、 お母 さ んの こ と を

心配した ら 、 当然、 児施設だけではでき ないので と い う こ と で、 そ う い う 意味では原因分

析の、 搬送したこ と に対する評価 と い う のは必ずある んですけれども 、 それは大体現場の

状況が よ く 分か ら ないが 、 そ う い う 現場で判断があっ たのは、 それはやむを得ない選択だ

ったろ う と い う 、 大体そ う い う 結論になっています。

それか ら 、 帝王切開を決心 してか ら実際に分娩までの時間 と い う のは、 これも実は難 し

く て 、 一番重要なのは、 帝王切開をすべき だ と い う 判断をする のが遅れた場合、 結果的に

よい数字になっ て しま う と い う 情けないこ と 、 本当 は も っ と 早 く 決断すべきだっ た場合で

も 、 ぎ り ぎ り “こ なっ て決断 して 、 そ して 3 0 分後に出ていればよ しみたいになっ て しま う

と い う こ と があっ て 、 必ず し も決定の時間か ら 出産の時間までだけを評価すればいい と い

う 訳ではない と い う と こ ろが若干あ り ます。 いいか悪いか と い う 話ではな く て 、 再発防止

の面で。 いつ も 日 医総研のデータですか、 昔のデータ を基準に 、 診療所だっ た ら 、 これぐ

らいだった ら よかろ う と か、 総合周産期なのに ど う して こ んなに遅いんだみたいな形で実

は評価を していま して 、 原因分析委員会では、 そ こが大学病院なのか、 総合周産期なのか、

地域周産期なのか と い う こ と 、 あ る いは ものすご く 田舎の開業医なのか と い う こ と を ち ゃ

ん と加味 して判断 しているので、 そ う い う 意味では非常に理にかなった評価ではあ る けれ

ど も 、 その数字を全部一緒 く たに して統計を と ろ う と する と 、 色々 な問題が起き る と い う

こ と だけ 、 一応念頭に置いて分析 して頂かない と 、 すご く 甘 く 評価 していた り 、 すご く 厳
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し く 評価している場合があ り ます、 同 じ時間でも 、 同 じ数字でも 。

○池ノ 上委員長

おそ ら く そ こ ら辺が臨床データ を ど う 取 り 扱って 、 ど う い う 結論 と い う か、 対応策を導

く か と い う と こ ろが 、 今 、 隈本委員がおっ しゃった よ う な一番難 しい と こ ろだと思 う んで

すね。 しか し 、 ただ、 現状が こ う だか ら 、 それは し ょ う がないよね と い う のでは進歩には

つなが ら ないので、 問題点をはっ き り 出 していって 、 その問題点を解決する にはシステム

を ど う 変え る と かいっ た と こ ろにつながってい く んだろ う と 思います。 他にいかがで し ょ

う か。

○勝村委員

こ の早期剥離で前回議論 した と き に、 資料 5 だっ た と思 う んですけ ど、 やっ ぱ り 一覧表

みたいなのがあって 、 こ う い う 表が出てき て 、 こ う い う 表を も と に議論ができ る よ う にな

っ たこ と が 、 再発防止委員会 と しての本当 に価値がでて く る と い う か、 事例の集積をも と

に した良い議論ができ てい く と い う 思いをち ょ っ と発言させて も ら ったんですが 、 あの表

を何らかの形で巻末に同 じ よ う に載せる か、 そ う じゃないんだっ た ら 、 機構のホームペー

ジに載せる と か、 元のデータ 、 こ う い う 表を も と に議論 した と い う データ を広 く 一般に見

せてお く と い う か、 見たい人には見れる と い う 状況に してお く ほ う がいいん じゃ ないかな

と 思 う んですが 、 いかがで し ょ う 。

○池ノ 上委員長

2 回 目 の報告書には、 それに似た よ う な も のが出ている んですかね

○上田理事

第 2 回報告書の 6 2 ページの、 妊産婦が 自 宅で認識 した変調ですか。

○勝村委員

前回の資料 5 ですよね。

○池ノ 上委員長

委員会の ?

○勝村委員

はい。

○池ノ 上委員長

ただ、 曽田と かなっ て く る と 、 かな り 複雑になっ てき ますよねo
o勝村委員
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いや、 そ う じゃな く て 、 1 枚のやつです。

○事務局 (御子柴)

危険因子に関 しての レ ビューの資料で し ょ う か。

○勝村委員

僕がすばら しい と発言 した表です。 こ んな表が作られてそれを見なが ら議論でき る よ う

にな る こ と では、 本当に再発防止委員会って意味があ る ん じゃないか と 言っ た表なんです

け ど。

○池ノ 上委員長

それぞれの事例ご と に 、 ど う いっ た リ ス ク が背景にあっ た と い う こ と が一覧になってい

る表ですかね。 他の と こ ろの色々 な文献に上がっ ている危険因子を挙げて、 それに相当す

る ものを…… 、 いやミ ち ょ っ と違 う かも しれないな。

○勝村委員

印象に残っ ている のは、 今まで全 く 言われてなかっ た肺疾患、 ぜんそ く の人の率が高か

った と い う 結果があっ た も のです。 まだまだ数が少ないか らエ ビデンス と は言い切れない

し 、 そ う い う と こ ろにまでは報告書の本文では今回は言及 しない と い う こ と に対 しては同

意する んですけ ど、 データ と してそ う い う データ が出てき ている と い う こ と を示 してお く

こ と はすご く 大事だと思 う んです。

○池ノ 上委員長

こ の表ですかね、 資料 5 。

○勝村委員

そ う ですね。 こ の これですね、 呼吸器疾患ですね。 印象 と して 、 僕も数少ないですけ ど、

早期剥離になった人が 、 小児ぜんそ く の既往だった と い う 人を偶然複数知っ ている こ と と

一致している よ う に も見えて 、 そ う い う こ と なんかも ち ょ っ と感 じた し 、 その こ と に言及

したいか らではないですけ ど、 情報公開 と い う 意味で考える な ら 、 こ う い う データ を も と

に議論 した と い う 元データ と い う のが何らかの形で見たい人に見 られる形に してお く と い

う こ と -ま大事だと思 う んです。

○池ノ 上委員長

資料 5 ですね。

○上田理事

はい。
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○池ノ 上委員長

大体先生方はご覧頂いていますか。 いかがで し ょ う か、 今の勝村委員のご発言ですが、

どなたかご発言ございますか。

○石渡委員長代理

こ の常位胎盤早期剥離の危険因子 と い う のは、 委員会の原因分析の と き の定文みたいな

形で、 これはも う 少 し大ざっ ぱな も のについては言及 している と思 う んですまね。 これは

あま り そこ も複雑過ぎて、 オ ッ ズ比 と か、 そ う い う のは書いてあ り ますけれども 、 これを全

部入れる必要がある かど う か と い う こ と は ど う なんで し よ う か。

○勝村委員

イ メ ージ と しては、 先ほ どの議論 と 同 じ よ う に 、 本文の報告書に書いてい く 提言の論理

の中に これを入れて しま う ん じゃな く て 、 巻末の付録と して 、 元データ と して入れる か、

も し紙幅の都合で、 報告書のページ数で量が多 く て無理だ と い う んだっ た ら 、 何 ら かの形

でホームページに載せてお く と か、 そ う い う 報告書の本文の中に関連づける と い う 意味で

はな しにです。 こ の再発防止委員会の議論は情報公開 されてないだけに 、 こ う い う データ

は公開 しておいたほ う がいいよ う な気がする と い う こ と です。

○池ノ 上委員長

これは先生方、 今 、 ご覧になっていますかね。 確かにすご く 色々 な新 しいデータ と して

の要素が上がってき ている と は思 う んですけれども 、 ただ、 件数が少な過ぎる と い う の も

ち ょ っ と … … 、 多いの も あ り ますけれど も 、 こ う い う 情報が皆 さ んに見て頂いたほ う がい

い情報なのか、 あ る いは も う 少 し 、 こ う い う 方向で作業を している と い う 、 そ う い う 情報

が必要なのか、 そ う いったあた り ではいかがで し ょ う 。 勝村委員がおっ しゃ る通 り 、 こ う

い う こ と が されている と い う こ と はすばら しい と おっ しゃ って頂いた。 非常にいいこ と が

されている と い う こ と で、 事務局で大変な努力を して頂いている んですが、 これが 0 0 0

と か、 0 と かい う のが多いですよね。 項 目 は随分上がっているんですけれども 。

○勝村委員

こ の表から何か結論を出す と か と い う こ と じゃな しに 、 こ う い う 資料も作 り 、 こ う い う

資料が現に原因分析の結果を集めた らでき てき ていて、 そんなデータ を見なが ら議論を し

て報告書を作っています と い う こ と が大事で、 やは り 同 じ よ う にすご く 興味を持っ て、 こ

こ の再発防止の方と 同 じ よ う な レベルで色々見ていき たい と思 う 人は、 元データ に も ア ク

セス したいと思 う 人がいて もいい訳ですね、 医学生でも研究者でも誰でも 。 だか ら 、 そ う
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い う 元データ と い う も の も提示 しつつ、 でも 、 こ の こ と で色々 な言及ができ る段階ではな

い と い う も のに関 しては本文中では触れていない訳ですから 、 こ のデータ を も と に これだ

けの提言を している と い う こ と が大事で、 その元データ を消 して しま う と い う こ と をすべ

き じゃ ない と思 う んですま ね。 何か ら引用 したか と 、 引用文献を論文でも分か り やす く 書

く こ と になっ ています。 最後に引用文献 と い う のを色々書いて も 、 その一個一個の引用文

献が読んでも非常に難 しいから 、 も う 引用文献は書かないでおこ う と い う よ う な発想は、

一般にはないですよね。 特にこ のデータ は、 こ こ だけのオ リ ジナルな引用文献がある と い

う こ と ですから 。

○池ノ 上委員長

先生、 これはあれじゃ ないですか、 例えば常位胎盤早期剥離の危険因子や背景について

は、 こ う いっ た方向で検索を進めていて、 まだ事例 と しては不十分だけれども 、 方向 と し

てはこ う い う こ と をやっている と い う こ と を本文で 1 行か 2行か入れて、 も う 少 し事例が

集ま った ら 、 しかるべき形 と してそ う いった も の も公表する と か、 あ る いは見 られる よ う

にする と か、 ア クセスする よ う にする と か と い う よ う な こ と で、 本文にこ う い う 作業を行

っている と い う こ と を入れる と い う こ と で ど う ですか。 こ の表をそのま ま 出すん じゃな く

て。

○勝村委員

データ は出 さ ないのですか。

○池ノ 上委員長

こ のデータ を載せる ん じゃな く て 、 こ う い う こ と をやっ ています と い う こ と を。 これ、

出すに しては 、 え らいまた 0 と か 1 と か 2 と かい う のがた く さ ん出ている な と 。 僕たちの

感覚か らい く と 、 こ の よ う な状況で出 していいのかな と い う 感 じがち ょ っ と するんです。

ただ、 今 こ う い う ト ラ イ アルを していて 、 将来的には、 今 、 勝村委員がおっ しゃ る よ う な

こ と が こ こ か ら 引 き 出 されてき ますよ と い う よ う な こ と はお知 らせして も いいん じゃ ない

かな と い う 気が しますけれ ど も 。

○小林委員

私は出 して も構わないかなる思います。 これは、 結構労作ですし、 少な く と も こ の黒 く

塗 られている と こ ろの列は、 かな り 権威あ る雑誌の結果を丹念に調べている ので、 事務局

でせっ か く 作っ て く れたので出 して もいいかな と思います。 ただ、 一番右側の C P非早荊

例群を並べて しま う と 、 例えば下か ら 6 、 7 行 目 の喫煙の と こ ろは、 非早刻のほ う が喫煙
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率が高 く て早荊のほ う が喫煙率が低い と 、 要する に これが何かのメ ッセージを与えて しま

う こ と にな る ので、 出すのではあれば早刻群だけの割合を出すぐ らいに しておかない と い

けないかな と 思います。

それから 、 パーセ ン ト も コ ンマ以下は有効数字ではないので、 1 例 と か、 5 9 分の 1 と

か 2 ですか ら 、 整数までで、 小数点以下のパーセン ト はむ しろないほ う がいいかな と 思い

ます。 その ぐ らいのアバ ウ ト な数字である と い う 表示のほ う がいいかな と思います、 も し

パーセ ン ト を出すのであればですね。

○池ノ 上委員長

あ り が と う ございます。 他に ご意見いかがで し ょ う か。

○石渡委員長代理

1 つは例数がまだ少ない と い う こ と 、 それか ら 、 こ こ に上がっ て く る事例は脳′圏麻痺の

事例であって 、 いわゆ る母体死亡 と か、 そ う い う 事例は上がってき ていないですよね。 そ

れか ら 、 他の論文か ら の検索のほ う は、 これは全ての常位胎盤早期剥離が対象になってい

る 。 そ う い う ま と め方を している と思 う ので、 ち ょ っ と ま と め方の対象が違 う ん じゃない

かと い う こ と が 1 つ と 、 やは り■■と い う 例数で物を言える のかな と い う 気 もするんで
す。 ですから 、 こ う い う こ と を加味 しなが ら再発防止について色々検討 した と い う よ う な

意味合いで出すんだっ た らいい と思 う んだけれど も 、 これ、 今回の分析対象を 、 C P非早

刻群、 C P 早剥離 と 、 こ の表はち ょ っ と まだ出すのは早いよ う な気もする んですけれ ども 、

いかがで し ょ う か。

○池ノ 上委員長

あ り が と う ございます。 いかがで し ょ う 。 箕浦委員、 いかがですかね、 今の議論のこ の

表を ど う する か と い う 取 り 扱いですが。

○箕浦委員

そ う ですね。 割 と複雑な表なんですね。 これ、 真ん中辺にいろんな文献がずっ と 入っ て

いて 、 実際、 我々 の事例ではないよ う な黒色人種があった り して 、 も う 少 し整理 して もい

いのかな と い う 感 じは しまず。

○池ノ 上委員長

あ り が と う ご ざいます。 藤森委員、 いかがですか。

○藤森委員

確かに こ の文献に出て く る事例は、 子宮内胎児死亡になっている事例 と か も も ち ろん入
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っ ている 。 オ ッ ズ比 と か、 Re l a t i ve n sk と かは、 多分そ う い う 全ての早剥の事例が入っ

ている ので、 今回の C P の事例 と い う のは、 あ る意味、 重症度か らいった らそ こ までいっ

ていない事例 と 比べている と い う のはあるかも しれません。 僕Y思 う んですけ ど、 確かに

非常に項 目 が多いので、 も し記載する のであれば、 こ こ の左側に星印がついている報告書

に記載予定の も の と 書いてある ぐ らいでいいん じゃないかな と 思 う んです。 例えばコカイ

ン使用 と か、 高ホモシステイ ン血症なんてい う のは、 ない訳ではないかも しれませんけ ど、

極めて レアの話で、 ア メ リ カ なんかではコカイ ンで早荊になった人はた く さ んいますけ ど、

日 本には比較的少ないよ う な も のは、 ま た出てき た ら掲載する と い う こ と で もいいかも し

れませんけ ど 、 あま り た く さ んのメ ッセージでも困 る よ う な気がする ので、 も し記載する

のであれば、 左側の印がついている も の ぐ らいでも いいよ う な気が しますけ ど、 いかがで

し ょ う か。

○池ノ 上委員長

あ り が と う ございます。 他にご意見いかがですか。 田村委員、 いかがですか。

○ 田村委員

せっか く これだけ詳細に事務局で分析 して頂いたんですか ら 、 やっ ぱ り 出 さ ないのはも

っ たいないな と い う 気は します。 で も 、 小林委員のおっ しゃ る通 り 、 非早荊群と の比較 と

い う のはあんま り 意味がないかも しれないので、 早刻についてのみ と い う こ と で、 将来ま

た これを蓄積 して出す予定の暫定的な結果と い う こ と で、 出すこ と “こ私は反対しません。

○池ノ 上委員長

あ り が と う ご ざいます。 他にいかがですかね。 板橋委員、 何かございますか。

○板橋委員

僕も 田村委員 と 同 じ意見です。 小林委員のおっ しゃっ たよ う に 、 分析対象の C P 非早副

分は除いて、 こ こ に数字を足 してい く よ う なプロ セスが今後あって もいいん じゃないか と

思います。

○池ノ 上委員長

あ り が と う ございます。 岩下委員、 いかがですか。

○岩下委員

皆さ んの言われた通 り で、 一部のデータ だか ら 、 C P早剰群の う ちの星印 と い う 意見も

あ り ます し、 それから 、 目 立って多いも のだけを取 り 上げて、 こ う い う 事例だっ た と い う

こ と で、 コ メ ン ト な しで出すな らいい と 思います。
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○池ノ 上委員長

あ り が と う ございます。 大体皆 さ ん、 少 し意見があれ していますけれど も 、 せっか く こ

う い う データ が今か ら生まれよ う と している と い う よ う な こ と も含めて 、 そ う いっ た意味

のメ ッセージ性も含めて、 これを 、 今挙が り ま した非早剥離は外すと 。 そ して 、 ※だけに

するか全部にする かは、 ページ数の関係な ど も含めて、 原則的にはこ う いったメ ッセージ

を出 してい く と い う 方向で事務局に作業を少 し進めて頂き ますかね。 よ ろ しいですか。

○上田理事

はし 、。

○勝本･接さ員

僕は、 報告書だけにする のであっ て も 、 見る人は本文を読むので、 やっ ぱ り 報告書以外

の本文が引用 している元のデータ に触れられてないこ と--こ の会議は情報公開 されてな

い と い う こ と で、 こ の会議はき ちん と健全に議論 している のか と い う 説明責任において も 、

こ う い う 資料を原因分析の結果を も 封こ して作っ ていて 、 こ う い う 資料をも と に議論を し

て再発防止の報告書を書いている んだよ と知 ら しめ るべき 。 こ んな資料があるんだった ら 、

こ う い う こ と をこ も触れるべき じゃないか と 、 見た人か ら も しか した ら言われるかも しれな

いけれども 、 多分言われる こ と のないよ う に と 思ってやっ ている訳ですけ ど、 元のデータ

を見せる と い う のは責任と してあ る と思 う んですよね。

○池ノ 上委員長

分か り ま した。 じや あ 、 何と かページ数を確保 して 、 これも入れ込んで頂 く と い う ふ う

に致 しま し ょ う 。 あ り が と う ございま した。 箕浦委員、 ど う ぞ。

○箕浦委員

内容 と は関係ないんですが、 普通 、 論文です と 表 と か図をき っ ち り 分け る んですが、 こ

れは図も全部表になっ ている よ う な気がする ので、 後のほ う のテーマによ っては分けてあ

り ますので、 分けたほ う がいいのかな と 思います。

それか ら 、 も う 一つ 、 小林委員の言われた、 喫煙が非早荊のほ う が多い と い う よ う な こ

と も 、 これもデータ が間違っている と い う よ り は、 非常におも しろいな と思います。 ど う

も喫煙 と い う のは、 早荊が起こ って も起こ ら な く て も よ ろ し く ない影響が結構ある と い う

よ う に も読み取れる ので、 必ず し も これは間違ってはいないかな と い う ふ う に思っ ていま

す。

○池ノ 上委員長
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今回は非早荊のほ う は外すと い う こ と は よ ろ しいですね。 も う ち ょ っ と 事例が集ま っ て

か ら と 。 はい 、 あ り が と う ございます。

それ と 、 僕はやっ ぱ り こ のメ ッセージ性と して 、 常位胎盤早期剥離は今の医学でも原因

と か予防対策はなかなか難し く て分かっ てないんだ と 。 それに対 して 、 産科医療 と い う の

は一生懸命ス ト ラ グル している んですまね。 その中でこ う い う こ と を検討した り してい る

んです と い う こ と のメ ッセージがまずあっ て 、 その後にこ う い う のが出たほ う がいいん じ

ゃないかな と思いますので、 例えば 1 ページあた り 、 一番最初のあた り はそ こ ら辺をまず

出 して頂いて 、 しか し、 児の死亡や脳↑堕麻痺を発生する と い う リ ス ク があ るか ら非常に大

事だ と い う ふ う な展開でイ ン ト ロ して頂いたほ う が 、 一般の方にも与える メ ッセージ性の

誤 り がな く な る のではないか と 思 う ので、 そ う い う ふ う に して頂き たい と 思います。 よ ろ

しいで し ょ う か。

○鮎澤委員

例えばこ の表 1 つ載せる に も 、 こ こ のメ ンバーでこれだけの議論がある訳ですか ら 、 そ

れを ど う い う ふ う な趣旨で載せたのか、 こ こ を ど う い う ふ う に読み解 く べき なのか と い う

よ う な こ と を 、 できれば丁寧に書いて頂いて 、 誤解のないよ う に、 それから 、 分か り やす

いよ う に して頂ければ と 思います。

○池ノ 上委員長

あ り が と う ご ざいます。 それでは、 事務局で、 今、 鮎澤委員のご提案を よ ろ し く お願い

します。

○上田理事

分か り ま した。

○小林委員

資料 3 のほ う で質問ですが、 5 ページ 目 の表○-○- 4 の下の楕円の図を も う 一度説明

して も ら えますか。 上の表 と合わせてみる と 、 ち ょ っ と数字が理解でき ない と こ ろがあ る

んですが。

○事務局 (御子柴)

表 4 は、 重複あ り でお示 し している初期症状で して 、 こ ち ら は代表的な症状 と 、 代表的

ではないけれ ど も今回見 られた症状を分けて 、 そ の症状が何仲あっ たか と い う のを重複あ

り で示 した表になっ てお り ます。 下の楕円のほ う は、 概念 と して上に示 したよ う な代表的

な症状を初発症状 と して始ま っ た事例が■I.あ り ま して 、 いわゆ る代表的な症状ではな
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い胎動減少 と か、 腰痛 と か、 例えば頭痛 と か、 そ う いった も のを初発症状と して始ま っ た

事例が右側にある.I と し 、 う こ と です。 代表的な症流加えて、 お勧め張 り と か胎動減
少があっ た り と か、 性器出血 と腰痛があっ た り と か と い う 、 こ う いっ た代表的な症状と非

代表的な症状が複合 して症状と して始ま っ た事例カ粗圏と し ･ ぅ こ と になっています。 こ
れを も って して何かが言える ど う か と い う のは難しいですが、 代表的な症状でないも のか

ら始ま る ものが どの く ら いあ る か と い う のをお示 しする にあたっ て記載 してお り ます。 そ

の文章の根拠を単純に図 と して示 した ものにな り ますので、 上にある■■の状況になっ
てお り ます。

○小林委員

も しそ う だ と する と ･ 例絹代表的ではない症状の表は、 全線して も圏で、 重複が

ない と して も圏で、 最刈1なはずなのに 、 下のほ う は足す と■になる ので計算力ミ
合わないんですが。

○上田理事

これ足す と 。 はい。

○石渡委員長代理

同 じ大き さ の楕円形になっている か ら 。

○池ノ 上委員長

こ こで言いたいのは 、 初発症状と い う のは多様性がある と 。 頭か ら早荊の代表的な症状

だけを考え る と リ ス ク があ り ますよ と い う こ と を言いたい訳ですまね、 今の これでは。 そ

れが言えるかど う かは別 と して 、 それをあ らわす図なんですか、 これは。

○小林委員

数字の計算はも う 一度やって頂 く こ と に して 、 こ こ は初発症状だ と い う こ と を強調する

と こ ろですね。 次の 7 ページは、 初発ではな く て 、 その後続発 して く る症状も加えた重複

の図だと思 う ので、 初発はやっぱ り 妊婦に と っ て一番大事な情報、伝えたい情報ですよね。

続発はむ しろ産科医のほ う が 、 症状が重なっ てき てその状態を理解する のに重要で、 だか

ら 、 そ こ をちゃん と 区別 して数字を正確に出 して頂き たい と 思います。

○池ノ 上委員長

よ ろ しいですか。 じやあ 、 ち ょ っ と また事務局でそ こ を確認 して。

○上田理事

はい。 確認致します。
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○池ノ 上委員長

今、 石渡委員長代理か ら ち ょ こ っ と あっ たんですが、 0の大き さ も ち ょ っ と縮めたほ う

がいいかも しれない と い う こ と ですが。

○事務局 (御子柴)

こ の図を載せる かど う かですが、 上の文章が分かる よ う 々こ と思い参考に記載 しま したの

で、 載せな く て よ ろ しいかと思 う んですが。

○池ノ 上委員長

いや、 あっ て もいいん じゃ ないかと思いますけ どね、 ど う ですか、 先生、 あ る と 混乱 し

ますかね。

○事務局 (御子柴)

数字の確認も踏ま えて 、 検討致します。

○小林委員

我々 と しては、 最後のページにあるパンフ レ ッ ト を作っ た訳ですか ら 、 やは り 腹痛と性

器出血は強調 しなければいけない と思 う んです。

○上田理事

そ う ですね。

○池ノ 上委員長

代表的な症状と い う と こ ろですね。 で、 非代表的な症状があって 、 それが絡んでいる と

こ ろがかな り 多い と い う 、 そ う い う と こ ろが主張できればいい と い う 、 そ う い う こ と でよ

ろ しいですか。

○上田理事

はい。 整理 します。

○池ノ 上委員長

よ ろ し く お願い します。 他にいかがで し ょ う か。 常位胎盤早期剥離、 よ ろ しいですか。

○藤森委員

最初に事務局か ら 、 3 1 ページの常位胎盤早期剥離 ( 3 ) の③の ご意見を頂き たい と い

う こ と があ り ま したけ ど、 可能な限 り 胎盤病理の組織検査を行 う こ と が望まれる と 、 確か

に原因分析報告書の中にそれぞれ書いてある んですけ ど、 僕 自 身も読んでいて、 原因究明

のために胎盤病理を行 う 意味 と い う のは、 僕 自 身、 実は読んでいて、 いっ ぱい書いてある

んですけ ど、 子宮内胎児発育遅延になった り 、 妊娠高血圧症候群になった事例で胎盤のそ
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う い う フ イ ブ リ ン沈着がある と か何 と かっ て 、 それは分かる んですけ ど 、 それ と 常位胎盤

早期剥離の原因究明のための検索 と い う のは本当 に必要なのか と い う のは、 疑問を持っ て

僕はいつも読んでいたんですけ ど、 再発防止委員会 と して ( 3 ) の③を本当 に書 く 必要が

あ る のか、 最初、 事務局のほ う か ら も説明があ り ま したけ ど、 僕はち ょ っ と 、 本当に必要

なのか と い う のは分から ないんですけ ど、 む しろ原因分析委員会の方々 はいつ も こ う 書い

てある ので、 本当に必要なのか と 聞き たい ぐ らいなんですけ ど、 それで何を言お う と して

いる のか、 例えば絨毛膜羊膜炎があった り する と 常位胎盤早期剥離にな り やすい と か、 そ

う い う と こ ろ まで知 り たいか ら 、 胎盤病理の検索を しな さ い と言っ ている のか、 ど う い う

意味なのかが具体的に書いてないので、 本当 に必要なのか、 基本的には常位胎盤早期剥離

と い う のは臨床症状で診断する も のである ので、 本当 に必要なのか と い う のは、 読んでい

ていつ も疑問だったんですけ ど、 ど う なんで し よ う か と 。

○市塚客員研究員

私も これを見る前は藤森委員 と 同 じ意見で、 早刻は肉眼所見で硬血腫があれば診断する

と思っ てお り ま して 、 胎盤病理を専門に している成育の病院の先生に伺ったんですけれど

も 、 やっ ぱ り 病理の先生は絶対に早剥が起き て 、 コ ア グラ が付着 している と こ ろは、 局所

の虚血性変化が絨毛に見 られる と おっ しゃ るんですね。 ですので、 胎盤を袋に入れて病理

の先生にお願い します と い う と 、 病理の先生は どこ を見ていいか分から ないです し 、 大体

病理の先生は胎盤に興味のあ る先生は少ないので、 あま り イ ンフォ メ ーシ ョ ンの入っ た返

答を頂けないのですけれども 、 こ こ を絞っ て 、 こ こ を切 り 出 して 、 こ う い う と こ ろがない

かど う か と い う こ と を強 く 提示 して返答を求めます と 、 結構、 虚血性変化が見 られる ので、

ぜひ出すべき です と い う 返事を頂き ま した。

○藤森委員

それは原因究明 と 関係する んですか。

○市塚客員研究員

原因究明にはな ら ないかも しれませんけれども 、 確疋診断と いいますか、 本当 に早まりが

あった と い う 証拠にはなる のかな と い う ふ う には思います。

○藤森委員

原因究明等のために持っ て帰って、 だか ら 、 分か り ます、 コ ア グラ がついていて 、 そ こ

を証明すればと い う のは、 確かに病理的には言える のかも しれません。 我々 も も ち ろん出

すんですけれ ども 、 積極的に推奨する必要性がある のか と い う のは、 僕 自 身は正直疑問か
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な 報ま思 う んです。 所見がある と い う のは否定は しませんけれども 、 ただ、 原因究明のた

めに 、 本当 に今後全部出す必要性がある のかな と い う のは……。 出 してないのを 、 出 して

ないですね と い う ふ う に書いてある んですよね、 全部。 出 してないこ と は一般的ではない

みたいなこ と を書いてあるので、 本当 に出 さ ないこ と が悪いこ と なのかな と い う のは、 読

んでいて思 う こ と があ る んですけ ど 、 僕は、 原因分析委員会 と してはち ょ っ と言い過ぎな

ん じゃ ないかな と い う の を 、 いつも読んでいて思っ たんですけ ど、 ど う なんで し ょ う か。

○隈本委員

原因分析委員会では、 胎盤病理については評価せず、 今後の改善事項に入れる と なっ て

いま して 、 今後の改善事項に入れる と き には、 要する に こ う い う 異常な出産があっ た場合

は胎盤病理に出 したほ う がいいよね と い う 程度です。 だか ら 、 少な く と も胎盤早期剥離が

病理で分か ら ない。 それこ そ 、 う ま い こ と そ こ を切ってみないこ と には分からない と い う

こ と は前提と していて 、 原因分析の と き には、 肉眼的に見た と か、 臨床的に見た も ので評

価を していて、 原因分析が 、 胎盤病理が全 く 兆候がなかっ たから 、 いや、 早期剥離がない

と は言わない と い う 原則でやっ てお り ます。

ただ、 今後の改善事項はほ と ん ど省力化のために定型文をはめ込むこ と になっ ていて、

昔作った定型文がずっ と そのまま残っている と い う こ と で、 決 して病理を見なければ評価

でき ない と思ってそ う 書いている訳ではな く 、 今後の産科医療の向上のためには、 こ う い

う 変なこ と が起こ っ た子は全部調べたほ う がいいよね的な意味合いで入っている と 。 そ う

い う 意味では原因検索と い う のは書き過ぎです。 少な く と も原因の検索のために早期剥離

の胎盤病理を出せ と は言っていな く て 、 早期剥離以外の何か原因がある と した ら見つけ出

してほ しいか ら と 。 それで、 実際、 原因分析 してみる と 、 これは多分早期剥離だよね。 で

も 、 証拠がないね と い う のが多 く て 、 その場合にはやっぱ り 胎盤病理を出 しておいて く れ

れば他のが否定でき る のにみたいな 、 そ う い う 思いが原因分析を書いた先生にはある と思

って頂ければと 思います。

○池ノ 上委員長

あ り が と う ございます。 おそ ら く こ こ が常位胎盤早期剥離の我々 に と っては一番厄介な

と こ ろで、 と にか く 分からない と 。 何で早剥が起こ っ て 、 しかも 、 児の予後も母体の予後

も非常に悪 く な る こ と があ る と い う こ と は分かる んだけれども 、 なぜ起こ る か。 しかも 、

ど う した らいいのか と い う こ と も分か ら ない。 分か ら ない中で何と か し よ う と 。 じやあ 、

母f棍搬送だ と か、 総合周産期センタ ー と か、 セ ンター と か、 地域の診療所の先生 と か、 ど
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う い う ふ う じこネ ッ ト ワー ク を張れば、 こ う いった も のの何% ぐ らい少な く する こ と ができ

る のかなんてい う 、 周 り を う ろ う ろ 、 う ろ う ろ している んですね。 こ の胎盤病理も そ う で、

産科の施設のほ う か ら 、 これは早荊 と思われる胎盤ですと 。 だか ら 、 こ う いっ た こ と を 、

例えば、 当 たっ ている かど う か分か り ませんが、 虚血性変化があ り ますかと か、 児へのガ

ス交換を障害する よ う な浮腫 と か何 と か、 そんなも のがあ り ますか と か、 も っ と スペシフ

ァ イ した病理の先生への提言 と かお願いを しない と いけない と言 う こ と だろ う と思います。

しかも 、 常位胎盤早期剥離はそんなにた く さ ん--こ こ だから こ んなに議論が される の

で、 個々 の施設からみる と そんなにた く さ んあ る訳ではない。 であれば、 みんなでそれを

協力 し合いなが らデータ の集積を しま し ょ う よ 。 で、 将来的には何らかの抜け道な り 、 明

る い兆 しが こ う い う 対応の仕方について出て く るんではないか と い う 、 そ う い う 意味合い

だと 思 う んですよね。 ですか ら 、 何も言わないでポン と胎盤を出 した ら 、 病理の先生は、

何も あ り ませんよ と 返っ て く る のが今までのパタ ーンですので、 そ う い う 意味で少 し我々

産科の医者も病理の先生 と 一生懸命お話を しま し ょ う よ と い う のが広ま る と い う こ と が大

事なん じゃないかな と 思います。今のお話は大体そ う い う こ と じゃないかな と 思いますが 、

よ ろ しいですか。

○石渡委員長代理

今の委員長の補足にな り ますけれど も 、 実は母体死亡の場合は、 ほ と ん ど今、 病理解剖

をほ と んど と 言って も大体 3 0 % ぐ らいな されているんですけれども 、 その中に子宮型の

羊水塞栓症 と か、 そ う い う の も 出て き て 、 これは子宮の病理検索を しない と なかなか分か

ら ない し 、 特殊染色も必要になって く る んです。 それで、 評価委員会のほ う では 、 いわゆ

る妊産婦死亡の と き の剖検マニュアル と い う のを作って 、 それで法医 と病理 と周産期セン

ター等々 に送っ ている んですね。 やっ と この ごろ 、 そ う い う 子宮 と か、 あ るいは胎盤と か、

そ う い う こ と を き め細か く 見て く れる よ う な 、 そ う い う 状況ができ上がってき ているんで

す。 胎盤については 、 ほ と んど病理の先生方はあんま り 興味がない方が多い と みえて 、 あ

ま り 細か く 病理報告 して く れないんですけれ ど も 、 やは り これか らは、 啓発 と い う 意味も

あって必要ではないかと思いますけれど も 、 これか ら色々 なこ と が事例を重ねて く れば分

かって く るん じゃ ないかな と思 う んですけ どね。

○池ノ 上委員長

あ り が と う ございます。 そ う い う 意味で積極的に こ ち ら か らそ う い う 働き かけをする と

い う よ う な表現に して頂いて。
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○事務局 (御子柴)

そ う しま した ら 、 資料 3 の 3 0 ページに 、 提言に向けての冒頭文が ございま して 、 下か

ら 1 ) の上の段落の さ 戦こ 1 個上の段落にな り ますが 、 ｢分析対象における胎盤病理の実施

率は｣ と い う と こ ろ 、 文章をこ ち らのほ う が丁寧に書いてお り ますので、 ｢ こ の よ う な形で

肉眼的所見に よ り 診断 される ものである が 、 脳性麻痺発症の原因究明に向 けて｣ と して 、

記載を少 し弱めた形で提言につなげたい と思います。

○隈本委員

そ う ですね。 だか ら 、 3 1 ページ③の ｢常位胎盤早期剥離の原因究明のために も ｣ と い

う のはち ょ っ と 書き過ぎで、 む し ろそれはほ と んど原因が分か ら ないので、 それよ り も脳

性麻痺発症の原因分析の レベルを向上させる ために と い う 意味で書いて頂ければいいん じ

ゃないで し ょ う か。

○藤森委員

別に僕は否定 している訳 じゃ な く て 、 我々 も早訓の と き は病理はも ち ろん出 しますけ ど、

ち ょ っ と 言い過ぎなん じゃ ないかな と い う 、 いかに も 出 してない人が結構責め られている

よ う な文章で書かれている もの も あっ た り したので。

○隈本委員

初期の こ ろは、 やっ ぱ り 何か書き過ぎている と こ ろがある と思います。

○藤森委員

そ う思っ て僕も読んだので、 も う 少 し ソ フ ト なほ う がいいかな と思って。 丁寧に書いて

頂ければいい と 思います。

○池ノ 上委員長

ど う も あ り が と う ございま した。 それでは、 続き ま して 、 ｢子宮収縮薬について｣ に移 り

たいと思います。 事務局よ り 説明 をお願い致 します。

○事務局 (御子柴)

本体資料の 2 ページを ご覧下さい。 ( 3 ) 子宮収縮薬について と い う こ と で、 これまで頂

戴 した ご意見をお示 し してお り ます。

子宮収縮薬使用および分娩誘発 ･ 促進にあたっ ては、 き ちん と モニタ リ ングをする こ と

が大事だ と い う こ と 、 学会に対 して子宮収縮薬使用 中の陣痛の評価基準の作成な どについ

て提言 したほ う が よいのではないか。 第 1 回の報告書について引 き続き提言する こ と につ

いて及び学会等の動き があれば記載をする と い う こ と 。 参考資料 と してお示 し した一覧表
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については、 全件で示 してほ しい と い う ご意見が ございま したので、 今回、 資料 5 と して

一覧表を作成 してお り ます。

資料省こな り ますけれども 、 こ ち ら &こ今回新たに加えま したのが 3 ページの表 1 でござ

います。 こ ち ら は資料 5 の一覧表を も と に 、 オキシ ト シン、 F 2 α 、 P G E 2 の各薬剤ご

と に分けた形で、 用法、 用量についての使用状況をお示 し した表になっ てお り ます。 また 、

用量の う ち初期投与量が多かったも の 、 増加量が多かっ た もの 、 増加量は増加の量と 間隔

の両方です。 あ と は最大投与量です。 プラ スアルフ ァ は、 モニタ リ ングの実施状況 と い う

こ と で、 それぞれの薬剤に対して連続的だったのか、 間欠的聴取だったのか。 下の 2 つに

ついては、 原因分析報告書の記載か ら数えた事例件数ベース になってお り ますので、 上の

収縮薬に関する診療録への記載には、 指摘があった も のの件数、 下の説明 と 同意について

も 、 実施 した と い う 記載があっ た件数の表になってお り ます。

資料 5 です と かな り の件数にな り ま して 、 報告書の大き さ か ら考えます と かな り のペー

ジ数にな り ますので、 こ の表か ら何を伝えるかと い う こ と にあたって 、 こ ち らの表 1 の よ

う な も の と 、 あ と は 5 ページのほ う にあ り ます分娩誘発の実施状況、 こ ち ら をあわせて見

て頂 く こ と で実際の事例の状況がつかめ る のではないか と 思います。

あ と 主な変更点 と 致 しま して 、 提言のにな り ますけれど も 、 2 5 ページ以降か ら の記載

にな り ます。 先ほ ど 申 し上げま した促進中のモニタ リ ング と い う こ と については 、 2 6 ペ

ージの ( 1 ) の②、 収縮薬の使用にあたっ ては、 分娩監視装置に よ る子宮就職や胎児の健

常性及び陣痛の評価を常に行 う と い う こ と を記載してお り ます。 かつ異常パターンが出現

した と き には 、 投与継続の可否について検討する と い う 記載をつけ加えてお り ます。 さ ら

に先ほ どの陣痛の評価と い う と こ ろ に関 して 、 2 7 ページの 2 ) 学会に対する要望の と こ

ろで、 ( 2 ) のほ う に子宮収縮薬の評価については、 適切な管理がな される よ う 過強陣痛を

含めた具体的な評価基準を検討する こ と を要望する と い う こ と を記載 してお り ます。

主な変更点は以上です。

○池ノ 上委員長

あ り が と う ご ざいま した。 いかがで し ょ う か、 子宮収縮薬についてま と めて頂き ま した

が 、 ご発言ございますか。

○勝村委員

報告書についてはあれなんですけれども 、 前に も発言 しま したが僕はやっぱ り 本来は資

料 5 を報告書に全部載せてほ しい と い う 意向で、 紙幅の都合、 ページ数の都合 と い う こ と
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で載せ られない と い う こ と で した ら別の形で見 られる よ う “こ と 。 と にか く 僕は、 こ の再発

防止委員会 と い う のは、 疫学的に見ている と い う こ と が と て も価値がある んだと思ってい

ます。 ただ一般的に言われてき たこ と を剛総認する ん じゃ な く て 、 疫学的に新たに検証し

た も のを元に 、 原因分析か ら再発防止を してい る と い う こ と なんですから 、 だか ら こそ資

料 5 の よ う な ものをベース に して議論 している と い う こ と でなければな ら ない し 、 実際そ

う している わけなんですよね。 だか ら 、 議論の も と が資料 5 である と い う ふ う に僕は思 う

ので、 こ の資料 5 を何ら かの形で、 ホームページでも何でもいいですか ら 、 蓄積 してい く

と い う こ と が大事で、 こ のデータ を載せる と い う こ と のほ う が 、 こ の再発防止委員会 と し

てフ ェア じゃ ないかと思 う わけです。 一般の人だけではな く て 、 いろんな人が蓄積 してき

た疫学のデータ を見る可能性がある 。 こ う い う ふ う に疫学的にたま ってき たデータ を も と

に 、 こ う い う 議論を して 、 こ う い う 報告書を出 しています と い う こ と であれば、 元データ

に戻れる わけです。

ほ と ん ど こ う い う ふ う に抜粋 して く れている ので、 情報の多 く は一緒 と いえば一緒なん

ですけ ど 、 だけ ど 、 僕はこ う い う 資料みたいなも のを-旦作っ て も ら っ ている んですか ら 。

ホームページに載せる と い う 条件で、 報告書に載せないこ と を了解 した と い う記憶があ る

ので、 是非載せてほ しい と い う のが 1 つです。

れ点あっ て 、 も う 一つは、 2 6 ページの ( 1 ) の①ですけ ど、 説明 と 同意を得た上で使

用する と い う と こ ろなんですけれども 、 これ、 色々 な文書で と 書いていますけ ど、 色々 な

文書って病院ご と なのか、 学会ご と なのか、 イ ンフオーム ド ･ コ ンセ ン ト の文書っ て 、 結

構定型化されている じゃないですか。 子宮収縮薬について、 文書で同意 と 書いていますけ

ど、 学会 と して と か、 大学で と か、 定型化 された も のがあ る のか。 あれば、 こ う い う 文書

を も っ と普及 させる と か、 なければ、 そ う い う 文書を定型化する よ う に学会に作って頂 く

と か、 も し こ こ にお られる大学の先生方 と かで、 子宮収縮薬を使 う と き は、 う ちは こ う い

う 文書でやっ ているんだ と い う こ と であれば、 そ う い う も のなんかも例示 して見せてい く

と か、 何かそ う い う と こ ろ を具体的に、 単に文書で と い う だけではな く て 、 文書 自 体の見

本みたいなも のが どんな現状なのか、 よ り それを進めてい く ために何か良いも のはないか

な と思っ ている んですけ ど。

○池ノ 上委員長

これは、 機構のほ う では産科医療補償制度ではそ う い う のは作っ ていませんよね。 医会

のほ う では、 先生、 これは ど う してお られるんですか。
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○石渡委員長代理

医会のほ う では、 イ ンフォーム ド ･ コ ンセン ト を川端委員がま と めた ものがあ り ますよ

ね。 その中に 、 参考 と しては書いてある と思 う んですけ ど、 各医療機関で色々 モディ フ ァ

イ して 、 実際は使っている と思 う んですれ こ う しな さ い と い う よ う な も のはでき てはい

ませんけれども 、 参考になる も のはでき ています。

○川端委員

子宮収縮薬の使い方については、 それぞれの施設で、 も う ち ょ っ と “まっ き り 言 う と 、 そ

れぞれの大学のや り 方に よ っ て多少その使い方に差がある し、 それから 、 イ ンフ ォーム ド ･

コ ンセン ト の取 り 方にも差がある と い う ふ う に私は理解 してお り ます。 ですか ら 、 あ く ま

でも参考 と して挙げられている も のはあって も 、 それを使いな さ い と い う こ と にはな ら な

い と 思います。

○池ノ 上委員長

こ う い う モデルがあ り ますよ と い う のは、 た しか僕、 医会の も のを見たよ う な気がする

んですけ どね。 それ と 、 僕 ら の大学の場合だ と 、 イ ンフォーム ド ･ コ ンセ ン ト と い う のは、

収縮薬だけではな く て 、 色々 なのがある訳ですね。 それの中の統ー性をある程度持っ て し

よ う と 、 今、 作業を している と こ ろなんですね。 ですか ら 、 それぞれの施設で一定のフォ

ームを作ろ う よ と 言 う 流れがある と思います。 例えば静脈中心ライ ンを入れる と き のイ ン

フォーム ド ･ コ ンセン ト は、 項 目 は これこれですよ と い う の と 大体合わせて子宮収縮薬は

と い う よ う な作業を しています。 あ と 、 診療所の先生方はおそ ら く 医会のほ う のモデルか

何かあるん じゃないかと思います。 産婦人科学会のほ う と しては、 先生、 何かございます

かね。

○板橋委員

フォームに関 しては、 医会のほ う が作っ ている のがメ ーンで、 それを遵守する と い う よ

う な こ と になっていますね。

○池ノ 上委員長

ですから 、 医会のほ う か ら の情報は、 産婦人科医療に関わる も のは全部、 大学も含めて

来ますので。

○勝村委員

その医会のフォーム と い う のは、 公開 されている んですか、 僕 らが見 られるんですか。

○藤森委員
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ち ょ っ と 最近現場に出てないか ら あれなんですけ ど、 医会か ら配布 されていた と思いま

す。 それを も と に 、 今、 川端委員がおっ しゃ っ たよ う に 、 自 分たちのフォームでモディ フ

ァ イ して使用 している と い う のが現状だ と 思います。 それは、 子宮収縮薬に限らず、 他の

もの も全て大体はこ う い う も のでや り な さ い と い う 感 じだと思います。

○勝村委員

こ う い う ガイ ドラ イ ンの と こ ろには載っ てないですよね。 ホームページと かに載ってい

た り する んですか。 も しなければ、 それが割 と こ の場でも 、 こ う い う も のが普及すればい

い じゃないか と い う 内容の も のな ら ば、 こ の報告書にも載せ込んでもいいと思 う んですよ

ね、 具体的に。 僕はそ う 思 う んですけ ど、 やっ ぱ り ｢文書で｣ と 書いている 限 り 、 どんな

文書なのか、 実際文書で同意を取っていない と こ ろがあ る と い う こ と が分かっている訳な

のですか ら。

○池ノ 上委員長

それは大学でも医会から のモデルと ひな形の文書を も と にモディ フ ァ イ して 、 大学それ

ぞれの、 また横も調整 しなが らやっ ている と い う こ と ですので、 一応それを確認 して頂い

て、 例えば医会か ら知 ら されている こ う い う モデルを も と にする と か、 何かそ う い う 文書

を入れてイ ンフオーム ド ･ コ ンセン ト と い う 話を書き込めばど う で し ょ う かね。 そ う する

と 具体的に ど う した らいいか と分かって く る 。

○勝村委員

はい。 だか ら 、 実際は同意を と ってない と こ ろがある と い う こ と が分かっ てき ている こ

と を受けての提言なので、 こ う い う 同意書みたいなも のを使用する のが基本なんですよ と

改めて書いて も ら う と い う こ と で、 しかも 、 それが再発防止につなが る 良いモデルがあれ

ば、 こ う い う も のを基本に してやっ て下さい と い う も のがあるんだっ た ら 、 是非載せてお

いて も ら ったほ う がいい と 思 う んですよね。

○川端委員

2 年か 3 年前の研修ノ ー ト のテーマがイ ンフォーム ド ･ コ ンセン ト なんですね。 イ ンフ

ォーム ド ･ コ ンセ ン ト を集めた冊子ができ上がっています。 これは、 産婦人科の診療で使

えそ う な も のが 、 1 冊、 多分百何十ページにわたってあ り ます。 それは、 ワー ドで窃翹共さ

れていて 、 施設名だけ変えればそのまますぐ使える よ う になっている し 、 あ と は 自 分の施

設に合った形で改編 して下さい と い う 形で全会員に配布 してお り ます。

○池ノ 上委員長
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あ り が と う ございます。 そ う いっ た こ と を参考に しなが ら 、 では、 ち ょ っ と御子柴 さ ん。

○事務局 (御子柴)

他のテーマ と 同 じ く 、 学会等の動き と い う 項が特にこ のテーマにはないので、 では 2 4

ページの下に学会等の動き と い う と こ ろ を設けま して 、 そ う いっ た医会のイ ンフ ォーム

ド ･ コ ンセ ン ト に関する取 り 組みですと か、 ホームページ等での紹介がある と い う こ と を

記載させて頂き ます。

○池ノ 上委員長

あ り が と う ございま した。 川端委員。

○川端委員

すみません。 こ の子宮収縮薬について、 結局、 子宮収縮薬が原因 と なっ て C P を起こ し

たのは ど う だ と い う 結論がこれには載っ ているんで し ょ う か。 ど こ を見た らそれが出てい

る のか分から な く て 、 結局、 そ う い う 書き方は してな く て 、 これをずっ と 読んでい く と 、

何かそ こ の と こ ろを避けている んで し ょ う かね。 私、 ち ょ っ と 分か ら な く て。

○事務局 (御子柴)

説明が悪 く て 申 し訳ございません。 資料4 の 9 ページの下の と こ ろに原因分析報告書に

おける ｢脳性麻痺発症の原因｣ の記載を 1 0 ページの冒頭のほ う か ら文章に した記載プラ

ス 、 抜粋を記載しておはす。 圏1の う ちに 、 ォキシ ト シンに よ る過辱ぬ陣痛が考ぇ られ
る と い う こ と で、 子宮収縮薬等によ る過強陣痛が脳性麻痺の主な原因 と 考え られた事例は

.lあ り ま した。 その他には、 主な原因ではなかった ものの 、 それ ら に関連する よ う な可
能性がある と か、 影響を与えた可能性が否定でき ない と か、 記載の程度は様々 ですけれど

も 、 多少な り と も 関連の記載がある も のが.lあった と い う こ と で、 こ ち ら に件数まお示
し してお り ま して 、 その主な も のを抜粋して記載 してお り ます。

○川端委員

予防のための色々提言は結構なんですが、 実際ど う い う 状況であるか と い う のをまず提

示 しないこ と には先に進ま ないん じゃないで し ょ う か。

○事務局 (御子柴)

直接原因になったも の と い う のは、 今お伝え致 しま した囮Iですけれども 、 3 ページの
ほ う で使用状況な どをお示 し していて も 、 こ の使用状況が必ず しも本当に必要と される量

よ り も多かっ たのか、 少なかったのか と い う のは明確ではな く 、 ま だ学会でも 、 留意点な

どの改定な どで検証されてい く と は思 う んですけれども 、 実際の件数の内訳のデータ をま
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ずお示 し してお り ます。 1 0 ページ以降からが医学的評価、 個々 の事例の評価の記載です

が、 やは り 使用方法と か適応 と か、 心拍パターンが異常な も のが出現した と き の対応です

と か、 あ と はその他の分娩誘発の併用の仕方な どが 、 あ る意味問題点 と い う か、 指摘があ

っ た も のを引用でお示 し してお り ますので、 それ らの事例の状況が も う 少 し伝わ り やすい

よ う な提言の冒頭の文章に、 少 し工夫させて頂き ます。

○池ノ 上委員長

よ ろ しいですか。 勝村委員、 ど う ぞ。

○勝村委員

今の件なんですけれども 、 そ こ を ど う い う ふ う に訂正する のかはあれなんですけれども 、

僕はあえてそ こ に触れて、 そんなに きつ く 言お う と は思っ てないですけ ど、 これはオフ レ

コ の場だか ら あれですけ ど、 従来の僕が よ く 知っている確定した裁判の判例か らする と 、

やっ ぱ り 非常に因果関係がある と 考え られる事例、 原因分析の委員会がそ こ に触れていな

く て も 、 こ う い う ケースであれば因果関係が認め られるだろ う な と い う ケース はかな り あ

る 。 こ の制度があったか ら裁判にな らずに済んでいる と い う 感 じのケースが 、 僕の印象 と

してはかな り あ る 。 別にそ う い う 議論はこ こでするつも り はない し 、 そ う い う ふ う " こ あれ

するつも り も ないんですけ ど、 今後に向けて しっか り やっ てい く と い う こ と だと思 う んで

すけれども。

定型の、 今出 して も ら う と い う も のなんですけ ど、 話を も と に戻 しますけれ ど も 、 イ ン

フ ォーム ド ･ コ ンセ ン ト の と こ ろに 、 今回 、 添付文書の改定と か、 母子健康手帳の改定と

かで、 副作用についての説明 をする と い う のはイ ンフオーム ド ･ コ ンセ ン ト では当た り 前

なんですけ ど、 合併症ね。 それ と 、 必要性について も説明 しなき やいけない と い う ふ う に

書いている訳ですね。 これが必要だ と い う こ と と 、 副作用がある と い う こ と を説明 した上

で使って も ら う と い う こ と なので、 できれば、 やっ ぱ り い く つか色々 な見本を見比べてき

ちん と したい。 だけ ど、 医療機関ご と にモディ フ ァ イ でき る と い う も ので、 ど う い う も の

が今一番いいのかな と い う の も 、 やっ ぱ り ち ょ っ と こ の場でも確認させて も ら えた らいい

な と 思 う んですけ ど。

○池ノ 上委員長

こ の場っ て 、 今 こ こ でですか。 こ の委員会 と い う こ と ですか。

○勝村委員

今 日 と い う んではな く て 、 こ の委員会で、 何かち ょ っ と そ う い う 定型化 した も のを掲載
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するんだった ら 、 ど う い う 内容の も のの掲載がいいのか と い う の も 、 実際、 研修ノ ー ト で

も配られている と い う ものがあれば、 多分それはそのまま でもいいん じゃないかな と も思

ったんですが 、 やっ ぱ り 中身を見てみたい と い う 気がする ので、 お願いできれば乙思いま

す。

○池ノ 上委員長

おそ ら く こ の子宮収縮薬については 、 これか ら もずっ と続けていかなければいけない。

そ して 、 再発防止のみな らず産科医療補償制度の全体で 日 本の中で使われている子宮収縮

薬の現状と い う のはずっ と モニタ リ ング していますよ と 。 ですから 、 皆 さ ん う ん と 子宮収

縮薬の使用 にあたっ ては、 よ り 注意深 く やっ て下さ いよ と い う よ う なメ ッセージを発 し続

けなければいけないこ と なんだと思 う んですね。 そ う する こ と に よ って 、 極端にはずれた

事案がな く な る よ う み こ してい く 。 そ う い う 意味で今のイ ンフォーム ド ･ コ ンセン ト の具体

的な形と か と い う のは、 ま た今後のテーマ と い う こ と で取 り 上げる必要が出て く る ん じゃ

ないかと思いますので、 今回の報告書の中には、 こ の レベルのイ ンフォーム ド ･ コ ンセ ン

ト は必要ですよ と い う こ と 、 そ して医会から 出ている も のをひな形に して下 さ い と い う こ

と を述べて 、 実際に 、 じや あ 、 イ ンフォーム ド ･ コ ンセ ン ト の実情は ど う か と い う こ と が

だんだん分かってき ますので、 それに対 して よ り 具体的な対応を してい く と い う よ う な こ

と ではいかがで し ょ う かね。 そんなふ う にや り たい と 思いますけれども 、 よ ろ しいで し ょ

う か。

○勝村委員

はし 、O

○池ノ 上委員長

あ り が と う ご ざいます。 他にはいかがで し ょ う か。 ど う ぞ。

○箕浦委員

私、 こ のデータ で興味を持っ たのは、 モニタ リ ングの方法で意外 と 間欠的モニタ リ ング

がいまだに多いな と い う よ う な感 じで した。 それで、 さ っ き のガイ ドラ イ ン と 、 最初に言

っ た提言と の関係なんですが、 ガイ ドラ イ ンを見ます と 、 原則的に--日本で原則的に と

い う 場合は例外がある んですね。 こ の下のガイ ドラ イ ンを見ます と 、 医師の裁量で外すこ

と ができ る と 書いてある 。 その点、 こ の提言を見ます と 、 2 6 ページで、 モニ タ ーをつけ

て 、 常に児の状態 と 陣痛の評価を行 う と 書いてあっ て 、 例外は ト イ レに行 く と き 以外は認

めない と い う ぐ らいの書き方が してあっ て 、 やっ ぱ り こ の く らい書いて もいいのではない
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かな と い う ふ う るむ思いま した。 ち ょ っ と ガイ ドラ イ ンを読んだら 、 少 し踏み込んでいる な

と い う よ う な感 じですね。

○池ノ 上委員長

あ り が と う ございます。 私の気持ち と しては、 そ う い う 気持ちをぜひ再発防止委員会か

らは提言 し続ける必要があ るだろ う と思っています。 実際に我々 は 、 そ う いっ たケース を

分析された も のを見なが らやっ ている訳ですか ら 、 そ う いっ た こ と を よ り 少な く してい く

ためには、 ガイ ドラ イ ンは こ う だ と 。 も ち ろんそれはやら な く てはいけませんけれ ども 、

それにブラ ス何か色々 な ものが出て き た と き には、 当然すべき ですよ と い う よ う な こ と で、

今の よ う な こ と でち ょ っ と踏み込んだ表現と い う のは、 私は させて も らいたいな と い う 気

が してお り ます。 よ ろ しいで し ょ う か。

○隈本委員

ガイ ドラ イ ンも 、 ト イ レ、 歩行時な ど医師が必要と認めた と き には外すこ と は可能と い

う 言い方で、 子宮収縮薬使用中は連続モニタ リ ング と なっ て 、 2 0 1 1 年の 1 9 5 ページ

ですね。 だか ら 、 大体同 じ ト ーン じゃないですか。 原因分析の と き の評価でも そ う い う 評

価で したね。 やは り 原因分析に限界があ り ま して 、 例えば陣痛がちゃん と とれてない と い

う モニタ ーが出てき て 、 これは過強陣痛かど う か さ っ ぱ り 分か ら ないよみたいも のがあっ

て 、 それを考える と 、 少な く と も原因に可能性がある と か、 増悪因子 と 言われる よ う な.
1 と い う のは、 搬出l1 と い ぅ ふ う に考えたほ う がいい と 思いますねo おそ ら く 関係 して
いる だろ う し 、 ただ、 過強陣痛は、 今の基準でい う と 過強陣痛にはなってないね と い う し

か、 概測だか ら分か ら ないね と い う ふ う な判断結果でオキシ ト シンの関連性を原因の と こ

ろにあま り 書いていない と い う襁多分、 複数例あ る と 思います。 こ の■l と い う のは最
低ですね。

○池ノ 上委員長

ど う も あ り が と う ご ざいます。 よ ろ しいで し ょ う か。 では 、 最後に一言。

○勝村委員

はい。 も う 時間ですね。 箕浦委員の話をお聞きする と 、 連続モニタ リ ングについて 、 つ

ま り 、 2 5 ページか ら 2 6 ページに書いてある のが今回の疫学的な最大のま と めであっ て 、

それを受けて 2 6 ページの下半分が提言になる訳ですまね。 そ この部分に連続的監視と書

いている のが 、 2 6 ページの上から 4 行 目 の と こ ろだけなんですよね。 連続的監視の状況

についてま と めている のは。
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○事務局 (御子柴)

提言の冒頭部の中では と い う こ と ですか。

○勝村委員

2 5 か ら 2 6 の と こ ろで、 連続的監視 と い う こ と に触れている のは、 2 6 ページの上か

ら 4 行 目 だけですよね。

○事務局 (御子柴)

はい。 2 5 ページからの提言にあたっての冒頭文の中では と い う こ と ですね。

○勝村委員

はい。 やっ ぱ り 資料 5 を見てみる と 、 連続的監視に関 して も 、 も う ち ょ っ と こ のあた り

で状況を広 く 表現 しておいて もいいん じゃないかな と思 う んですけ ど。 だか ら 、 連続的監

視に子宮収縮薬を使 う と き の。

○事務局 (御子柴)

あ と 、 事例の状況 と 致しま しては 、 1 ページの ( 1 ) の一番下か ら 、 子宮収縮薬を使用

した■圏の延べ投与拗ll1の う ち 、 投与量が 1 つでも基準以上であっ た も のが■■あ
り ま して 、 そ の う ち連続モニタ リ ングが行われていなかっ た ものが■■、 ■■あった
と い う 記載は してお り ます。 かつデータ と しては、 3 ページのほ う に資料 5 をま と めた件

数と して 、 下か ら 3 番 目 の と こ ろに 、 モニタ リ ングの方法 と い う こ と で、 連続的モニタ リ

ング と 間欠的心拍数聴取の件数の内訳等をお示 し してお り ま して 、 今ご指摘頂き ま した 2

5 ページの一文につなげている と い う よ う な形です。 2 6 ページの文章は件数等が入っ て

お り ませんので、 こ ち ら を も う 少 し具体的に記載する と い う こ と で対応させて頂き たい と

思います。

提言の中では、 先ほ どご指摘頂き ま した ( 1 ) の②の と こ ろに加えて 、 ④の と こ ろには 、

陣痛及び心拍数を正 し く 測定する と い う よ う な意味での分娩監視と い う こ と を記載 してお

り ます。

○勝村委員

だから 、 最初のほ う はずっ と 2 4 ページの事実と か経過を書いていて 、 2 5 、 2 6 ペー

ジに提言に向けたそこ か ら のま と めを して 、 だか ら 、 こ う い う 提言 と なっている と こ ろの

あた り で、 こ の事例は、 オキシ ト シン投与中に人工破膜を行ったけれども と い う 1 つの事

例を書いていますけ ど、 こ の表を見た ら連続監視の も っ と 一般的な こ と も こ の部分では触

れていて もいいん じゃないかと思っ たんですけ ど。 ち ょ っ と 時間 も ないので…… 。
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○事務局 (御子柴)

2 6 ページの提言の中に 、 ( 1 ) の② ｢分娩監視によ る ｣ と しか書いてお り ませんので、

そ こ を ｢連続的モニタ リ ング｣ と 強調 させて頂き たい と 思います。

○池ノ 上委員長

オキシ ト シン使用時にかかわ らず、 子宮収縮薬使用時の連続モニタ リ ング と い う の を も

う 少 し主に出 して も ら っ て、 表現 して も ら ったほ う がいい と思います。

○事務局 (御子柴)

分か り ま した。

o藤森委員 、

今後もテーマになる と委員長が今おっ しゃ ったので、 ち ょ っ と 僕か ら のお願いなんです

け ど、 今回はよ ろ しいんですけ ど、 今後 、 オキシ ト シン と かプロ ス タ グラ ンジン使用量が

総合的に基準よ り も多い と い う のは 、 それは確かにそ う なんですけ ど、 それ以外、 ガイ ド

ライ ンの中では、 例えばメ ト ロ を入れた ら 、 外 してか ら 1 時間後か ら分娩誘発 しな さ い と

か、 プロ ス タ グラ ンジンの E 2 を飲ませた ら 1 時間以上たってか ら 、 オキシ ト シン も し く

は F 2 α を使いな さ い と い う ふ う に書いてある ので、 単な る併用 しま した と い う のではな

く て 、 その中で、 き ちん と したガイ ドラ イ ンが守 られないで併用 されていたのが どれぐ ら

いあるのか と い う 事例が何例あったのか と い う のを今後 もテーマになる と い う こ と であれ

ば、 ぜひ、 あ り ま した と い う だけではな く て 、 数字をち ょ っ と教えて頂ける と 、 色々 な と

こ ろで話をする と き に使える と思 う ので、 ぜひお願い した と思 う んですけ ど。

○事務局 第P子柴)

はい。 4 ページの概況の と こ ろに追記致 します。 件数を確認 して。

○藤森委員

件数を教えて も ら え る と う れ しいです。

○事務局 (御子柴)

はい。 分かる範囲で記載 します。

○池ノ 上委員長

それは今回出ればいいけ ど、 も し出なければ次回でもいいですね。

○藤森委員

今回 じゃな く て も 、 今後もテーマになる のであれば、 これだけ数をき ちん と 、 量のア ッ

プの仕方ではな く て 、 他の併用薬も し く は間隔が守 られてないの も どれぐ らいあ る のか と
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い う のをち ょ っ と 知 り たいので。

○鮎澤委員

時間がない と こ ろ を 申 し訳ないです。 実は今回のテーマ 、 前回以前に報告書で既に提言

した よ う な こ と を 、 今回 ど う い う ふ う るこ織 り 込んでい く のか と い う こ と を常に気に しなが

ら読んでいま した。 前回出たも のについての提言は、 改めて こ こ に書 く のではな く て 、 前

回の報告書を参照 して下 さ い と い う 書き方で編集されている と い う こ と はよ く 分かる ので

すが、 その分、 例えば勝村さ んが今おっ しゃっ たあた り 、 前回は ｢子宮収縮薬を使用する

前から必ず分娩装置を装着 し 、 連続的に記録し厳重に監視する ｣ と い う ふ 捌こ 、 割 と 明確

に書いてあったよ う な こ と が 、 今回は割 と 薄 く なって しま っ ている んですね。 ｢厳重｣ も ｢十

分｣ になって しま っ ている し。

そ もそ も前回は、 子宮収縮薬の使用について記録する と い う 、 そんなこ と も書いてあっ

たのですが、 今回は、 そ う いった こ と “ま前回書いたので省いてあ り ますよね。 そのあた り 、

改めて こ う やっ てテーマをシ リ ーズと してい く と き に 、 後ろに 、 前回の提言 と してお く だ

けでいいのかど う か。 学会 ･ 職能団体に関する要望も前回の提言が既にク リ ア された訳で

はな く て 、 引 き続き要望していかなければいけないこ と である な ら ば、 ｢前回に引 き続き以

下の よ う な こ と も ｣ と い う ふ う に こ こ に書いて頂 く ほ う が親切なも のになる のかも しれな

い と 思いなが ら読んでいま した。

これは、 子宮収縮薬だけの こ と ではな く て 、 常位胎盤早期剥離の こ と でも 同 じ こ と なの

ですけれども 、 そのあた り の整理の仕方、 前回書いたものは今回は と い う こ と で書かれて

いる のだ と い う こ と で読んではき たのですが、 今お話も 出たので、 改めて申 し上げま した。

○池ノ 上委員長

そ う ですね。 そ こ ら辺は意図的にそ う してい る部分ではな く て 、 ついついそ う い う 文章

になっ た と い う と こ ろ も な き に し も あ らず と 思 う んですね。 そ こ ら辺も 、 前回の こ と を参

考に しなが ら 、 今 、 鮎澤委員がおっ しゃっ た よ う な と こ ろ をチェ ッ ク して頂けますか。 当

然、 前回 、 十分 と言っ たのを 、 今回はそれよ り も レベルを下げる と い う 、 そ う い う 論理は

ないはずなので。

○事務局 (御子柴)

同 じ内容を提言する と こ ろについては、 踏襲 したい と 思います。

○池ノ 上委員長

あ り が と う ございます。 他にはよ ろ しいで し ょ う か。
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それでは、 も う 時間がな く なって 申 し訳あ り ませんが、 ｢新生児蘇生について｣ お願い致

します。

○事務局 (御子柴)

本体資料 2 ページの ( 4 ) 新生児蘇生について も あわせて ご覧下さい。 資料 6 にな り ま

すけれども 、 まず、 前回ご指摘頂き ま したのが 、 2 ページにあ り ます分析対象事例におけ

る 出生時の臍帯血ガス分析値をお示 しする にあたって引用 してお り ま したA C O Gの脳性

麻痺の判定基準の p H 7 . 0 未満 と い う 記載 と本制度の個別審査基準の p H 7 . 1 と で整合

性を持っ て記載 したほ う がいい と い う ご指摘が ございま した。 今回お示 し してお り ます資

料に関 しま しては、 2 ページには分析対象事例における数値を単純にお示 し してお り ます。

これに対 し資料の 2 4 ページに ( 5 ) 新生児蘇生における児の評価 と い う 項 目 を新たに設

けま して 、 そ こ に一般的な定義 と して記載を移 してお り ます。 前回、 臍帯血ガス分析をで

き る だけ行っ て頂 く よ う な提言、 あ るいは 自施設で測定ができ ない場合、 搬送先で測定 し

て も ら う よ う な提言をすべき と い う ご意見も ございま したので、 それにつなが る よ う な記

載を今回加えてお り ますので、 ご検討頂ければ老思います。

あ と は 、 前回 、 ｢小児科医を呼び寄せる ｣ と い う 記載の表現について ご指摘がございま し

たので、 これに関 しては、 でき るだけ小児科医を応援要請 して頂 く と い う こ と が本来の記

載の 目 的でございますので、 文章を通 してそれに合わせる よ う な形に修正 してお り ます。

また 、 学会の動き と い う こ と で、 新生児蘇生法講習会の e - ラーニングやイ ンス ト ラ ク

ターフオ ローア ップコース な どの紹介 と い う こ と で、 でき る だけ記載を と い う こ と でござ

いま したので、 2 5 ページか らの新生児蘇生法の記載に加えて 、 2 7 ページ 6 ) 新生児蘇

生に関する 関係学会 ･ 団体の取 り 組みについて 、 こ こ に詳 し く 記載 してお り ます。 また、

あわせて 、 低体温療法についての登録事業の紹介を と い う ご指摘でございま したので、 ホ

ームページのUR L を 、 周産期 ･ 新生児医学会のUR L と あわせて記載 してお り ます。 こ

ち ら について も 、 記載の方法です と か程度について ご議論頂ければと思います。

あ と は、 提言の中で気管挿管にあたっ ての挿管の確認方法についてですけれども 、 身体

的評価ではな く 、 客観的な評価のほ う が有用ではないか と い う ご意見がございま したので、

3 0 ページの と こ ろに 、 前回 と 大き く 記載の変更はないですが、 下線を引 いた り 、 客観的

な確認も重要である と い う よ う な言葉を加えてお り ます。 こ こ についても記載の方法をご

検討頂ければ乙思います。

前回 、 国に対する要望 と い う こ と で、 第 1 回の と き には 、 蘇生に必要な器具 ･ 機材を整
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備する よ 引こ提言致 しま したので、 それを国に支援 して頂 く よ う な提言を記載 してほ しい

と い う ご意見が ございま したので、 3 1 ページの 3 ) の ( 2 ) にそ う いった記載を加えて

お り ます。 主な変更点は以上です。

○池ノ 上委員長

あ り が と う ご ざいま した。 新生児蘇生についてでございますが、 田村委員、 何かお気づ

き の点ございますか。

○ 田村委員

では、 い く つかあ り ますので、 すみません。 1 3 ページからいかせて頂き ます と 、 挿管

の効果の評価の と こ ろですけ ど、 こ こ の丸の 3 番 目 の片肺挿管を臨床的に見抜けなかっ た

こ と をかな り 厳しい評価で書いてあ り ますが、 正直言って 、 我々 自 身こ う いっ た こ と は珍

し く ないので 、 レン ト ゲン写真を撮る ま で片肺挿管が見抜けなかったこ と を批判する よ う

な書き方は、 現場に巖し過ぎる ん じゃないかな と思います。 む しろ 、 レン ト ゲン撮影もせ

ずにその後の処置を どん どん進めている と い う よ う な事例があれば、 それに対 しては、 挿

管 した後は レン ト ゲン撮影をするべき だ と い う こ と を述べる程度でよ ろ しい と思います。

続けて、 全部言っ ていいですか。

○池ノ 上委員長

ど う ぞ、 お願い します。

○ 田村委員

それか ら 、 1 7 ページの と こ ろなんですけ ど、 後のほ う では e - ラーニングシステムに

ついて書いて頂いていますが、 1 7 ページの ( 2 ) で、 継続的な学習を こ こ で う たって頂

いてお り ますので、 こ こ の と こ ろで、 日 本周産期 ･ 新生児医学会が今、 受講生のために行

っ ている e - ラーニングシステムについて触れて頂いて、 U R L な どを出 して頂いたほ う

がいいん じゃ ないか と 思います。

それか ら 、 細かな こ と でいき ます と 、 2 3 ページの と こ ろの下か ら 1 0 行 目 の②の と こ

ろで ｢常に新 しい注射器に分注した薬剤を使用 し 、 使用後の注射器も保存 してお く ｣ と い

う こ と の 、 こ の後半の と こ ろの意味が よ く 分から ないので、 ｢使用後の注射器も保存 してお

く ｣ と い う のは 、 どの ぐ らい使っ たか と い う こ と を き ちん と記録するためかと思いますの

で、 そ う い う 表現だけでよ ろ しいん じゃないかな と思います。

それか ら 、 2 4 ページの ( 6 ) なんですが 、 新生児蘇生におけ る新 しい推奨の と こ ろで

低体温療法の こ と を う たっ て頂いているんですが、 こ こ の と こ ろは、 低体温療法を も う 少
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し明確にするために 、 ( 6 ) のタ イ トルを 、 新生児蘇生後の対応における新しい推奨 と して

｢低体温療法｣ と い う ふ う に明記 して頂いたほ う がいいん じゃないかな と思います。 それ

で、 引用文献の と こ ろが 1 だけになっ ていますが 、 でき ま した ら こ こ に 2 と して 、 あ と で

2 7 ページの と こ ろに出ている新生児低体温療法の登録事業のU R L を書いて頂き たいで

す。 そのUR L を見る と全国の低体温療法実施可能施設の一覧表が出ていますので、 そ う

い う ふ う &こ してあげたほ う が 、 実際にそ う い う 患者さ んを紹介 したい ク リ ニ ッ ク の先生た

ちに対 して親切 じゃないかな と思います。

それか ら 、 最後に 、 国 ･ 地方 自 治体に対する要望の と こ ろで、 ( 2 ) で必要な器具を常備

する体制を支援する こ と を要望して頂けないで し ょ う か。 現在の表現ではあま り に具体性

を欠いてお り ますので、 今回 、 再挿管 しなければいけなかった事例が少な く ない こ と を詳

し く 分析 されてお り ますので、 その防止策 と して 、 具体的にはパルスオキシメ ーターの新

生児用のプロ ーブ と か、 呼気の C 0 2 の検出キ ッ ト と かの保険適用 と かの提言を して頂いた

ほ う が 、 厚生労働省 と して も ど う すればいいのか と い う のが分か り やすいん じゃないか と

思います。 挿管の確認時に必要な器具と して S p 0 2 のプロ ーブ と か、 呼気の C 0 2 キ ッ ト

と かを明記 して 、 ｢それを常備する体制を支援する ｣ と いったほ う が よ り 具体的です。 前回

は どち らか と い う と 、 ｢バ ッ グ ･ マス ク を き ちん と 装備する よ う に しな さ い。 ｣ と い う こ と

で したけ ど、 も う 一歩踏み込んで、 必要機材を明記 して頂いたほ う が 、 実際にク リ ニ ッ ク

と か助産所な どでもガイ ドラ イ ンで推奨する体制の整備が進むと思いますので、 ご検討頂

ければと 思います。

以上です。

○池ノ 上委員長

あ り が と う ございま した。 板橋委員、 何か追加の ご意見ございますか。

○板橋委員

特に追加はございませんが、 3 ページの臍帯血の p Hの分布なんですが、 こ んなに細か

く 刻む必要が本当 にあ る のか と い う のがち ょ っ と 気にな り ま して。 片一方を 7 . 1 にする の

であれば、 も う 少 し粗く て もいい と 思います し、 P Hが 7 . 3 以上を超えている んだった ら 、

それを- く く り で もいい と 思います。 こんなに細か く して も大 して情報はないん じゃない

から思いま した。 それだけです。

○池ノ 上委員長

あ り が と う ご ざいま した。 いかがで し ょ う か、 今い く つかご指摘頂き ま したが 、 他に委
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員の方々 か ら何かございますか。 蘇生に関 してですが。

　　　　　　

2 7 ページの文章なのですが 、 上か ら ｢ こ の よ う に講習会が普及 ･ 促進 されている 。 し

か しなが ら ｣ と ずっ と あって 、 ｢冷静に処置を遂行でき るためには、 単な る知識の習得だけ

では不十分である ｣ と い う こ の文章を読む と 、 何だか新生児蘇生講習会が知識の習得だけ

の講習会のよ う に思えて しまいます。 こ こで議論する のは 、 1 回の講習会だけではだめで、

日 々 訓練する こ と が大事なのである と 。 で、 次の文脈で e - ラーニングも あ る よ と い う こ

と で し ょ う か ら 、 単に 1 回講習会に出ただけではだめで と い う よ う なニュ ア ンスで書いて

頂 く ほ う が分か り やす く な る のではないで し ょ う か。 私、 新生児講習会の中身が分か ら な

いので、 も しか した ら技術の習得だけなのかも しれない。 だ とする な ら ば、 こ の文章はそ

れはそれで正 しいこ と になる のかも しれないですけれど。

○池ノ 上委員長

あ り が と う ご ざいます。 よ ろ しいですね、 今のは。 確かにおっ しゃ る通 り ですね。

○ 田村委員

実際の我々 の公式の講習会は、 知識 と 技術 と シ ミ ュ レーシ ョ ンを使っ た蘇生の実演 と い

う こ と をやっ ていますので、 鮎澤委員のおっ しゃ って頂いた通 り だと思います。

○池ノ 上委員長

じゃ あ、 その よ う にお願い致 します。 よ ろ しいですか。

○事務局 (御子柴)

はい。

○池ノ 上委員長

他にはいかがで し ょ う か。 1 3 ページで、 こ の片肺挿管に気づかなかっ た と い う のは、

先生、 これは原因分析委員会が この よ う に分析 している んですね。 だけ ど、 再発のほ う で

は、 これについてはあま り 提言の中には入れてないですよね。

○上田理事

そ う ですね。 これは削除 して も いいですね。 誤解される よ う で した ら 。 原因分析報告書

でこ の よ う に記載されていますが、 これを取 り 上げる か ど う かはこ の委員会でご判断して

頂 く こ と にな り ます。

○池ノ 上委員長

そ う ですね。 じゃ 、 こ こ は削除 しま し ょ う か。
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○上田理事

そ う ですね。

○事務局 (御子柴)

実際の事例を確認致しま して 、 全事例が分かる よ う ろこ記載ができれば、 そ う いっ た形で

引用致 します。 誤解がある よ う で した ら削除致 します。

○ 田村委員

こ こ でも し触れる と すれば、 挿管 した後は、 原則 と して レン ト ゲン撮影を して 、 片肺挿

管 じゃないかど う かを確認する と い う よ う な こ と のほ う が前向 き の提言になろ う かと思い

ます。

○池ノ 上委員長

なかなか蘇生されずろ こ どん どん悪 く なっ ていっ たの を 、 漫然 とやっ ていた と か、 そ う い

う 前後関係があるんだっ た らばあれですけれど も 、 普通 ろこや られていて 、 写真を撮っ てみ

た ら 、 ああ、 何だ、 片肺だ と い う のであれば、 ち ょ っ と 酷かも しれないですね。 他には。

○事務局 (御子柴)

あ と 、 e 一 ラーニングに関 して 、 先ほ ど 1 7 ページの ご指摘がございま したが 、 こ ち ら

も原因分析報告書の記載にな り ます。 2 7 ページに記載 してお り ますので、 そち ら を も う

少 し充実させる な どで対応させて頂きたい と思います。

○池ノ 上委員長

よ ろ しいですかね。 はい 、 あ り が と う ございます。 他はよ ろ しいですか。

3 1 ページの国や地方自 治体に対する要望の 3 ) の ( 2 ) の と こ ろですけれど も 、 先生

がおっ しゃっ た よ う に 、 も う ち ょ っ と そ う い う 器具の具体名 を挙げたほ う がいいですか。

挙げ られますか、 そ う い う の を。

○事務局 (御子柴)

3 5 ページに第 1 回の報告書の提言を参考でお示 し してお り ます。 その際 ろこは、 (保温に

必要な も のを 、 吸引器具、 バ ッ グ ･ マス ク 、 S p 0 2 モニ タ ー) と 記載 してお り ま したの

で、 それに加えて 、 今回の C 0 2検知器について も 、 記載の方法を検討 して修正致 します。

○池ノ 上委員長

はい。 具体的に書いて頂き たい と思います。

○事務局 (御子柴)

あ と すみません、 も う 1 点、 2 6 ページのほ う に図 3 と 致 しま して 、 新生児蘇生法普及

55



事業の取 り 組み状況と い う こ と で記載を してお り ます。 こ ち ら は田村委員から 、 学会を通

してデータ を ご提供頂き ま して 、 あ り が と う ございます。 こ ち ら に 1 2 月 末の最新データ

をお示 し してお り ま して 、 上の表及び下の円 グラ フについては、 ホームページに も ほぼ同

様の ものが掲載されてお り ます。 ただ、 右側に診療科 目 別の受講者の状況と い う のを 、 前

回のご意見を受けて新たにデータ を頂戴致しま して 、 こ ち ら &こっいてはホームページで実

際公開 されていないデータ でございます。 ただ、 有用であればぜひと い う こ と で田村委員

のほ う か ら ごあ是供頂いてお り ますので、 こ う いっ た記載について、 診療科別に受講の状況

をお示 しする こ と の是非を ご検討頂ければと思います。

○池ノ 上委員長

いかがで し ょ う か、 今の診療科別に と い う 。 特に反対のご意見がなければ、 そのほ う が

よ ろ しいかと思います。 よ ろ しいですか。 事務局、 何かございますか。

○隈本委員

2 9 ページの 1 ) の ( 1 ) で、 こ こ の ( 1 ) が と て も大事なんですよね。 要する に無理

して挿管 しよ う とせずに、 バ ッ グ ･ マス ク を と り あ えず頑張っ てやれ と い う のが本当 は こ

れ、 再発防止のメ ッセージで、 実は原因分析委員会の報告書も ほ と ん どそ う い う ト ーンで

書かれている はずです。 だか ら 、 挿管の間違いの と こ ろを よ く 見つけたな と 思 う んですよ。

逆にほ と ん ど挿管の ミ ス について指摘 している のはないですよ 。 やっている と した ら 、 お

そ ら く 小児科医がやっ た場合です、 これ。 原因分析報告書の中で、 当該施設の小児科医が

やった場合は、 挿管が う ま く いってない場合は厳し く 評価 している けれど も 、 実際に産婦

人科の先生が頑張ってやった と き には 、 ほ と ん ど評価 していない。 厳 しい評価も してない

です。 ただ、 バ ッ グ ･ マス ク をちゃん とやれ と い う こ と は繰 り 返 し書いている はずで、 と

り あえず、 無理 して挿管なんか し よ う と せずに 、 バ ッ グ ･ マス ク をやる原則に戻っ て く れ

と い う こ と を 、 ひたす ら 、 多分、 原因分析報告書の再発防止のための提言では言っ ている

はずなので、 こ こ は小 さ く 書いているんですけ ど、 これ、 わざ と ポイ ン ト を落 と して小 さ

く 書かずに、 む しろ大き い字で、 こ こ を点線で囲んだと こ ろがあ り ますよね。 気管挿管が

考慮されている事例 と い う のは、 ほ と んどこれ、 産科の先生が頑張ってやった話ではない

と 思います、 僕の記憶が正 しければ。

だか ら 、 要する に無理 して挿管せずに、 アルゴ リ ズムにちゃん と 従ってバ ッ グ ･ マス ク

を しっか り やっ て下 さ い と い う こ と をむ しろ こ の提言で強調 してほ しいので、 これはほ と

んどの事例が全部そ う だと思います。 新生児蘇生が う ま く いかなかったケース についての
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提言 と い う のは 、 ほ と ん どバ ッ グ ･ マス ク を と り あ えずやれと い う 内容になっ ている と思

いますので、 も う 一度それを確認 して頂いて、 これは小さ く しないで大き く してほしい。

○事務局 (御子柴)

提言については、 き ちん と伝わる よ 引こ 、 ち ょ っ と 重複 している 内容も ございますので、

ま と めて大き な字で記載する よ う な形で修正致します。

診療科については、 特に実施 した医師の診療科が記載 してない報告書も ございますので、

必ず し も小児科 と は限 り ませんので 、 今回引用 しているのが 1 2 ページの ( 2 ) 気管挿管

について と い う こ と で、 有効でない気管挿管 と い う よ う な形での医学的評価の指摘な どに

ついては引用 してお り ますけれど も 、 そ ち ら には診療科と は特に出てき てお り ませんので、

提言にはち ょ っ と診療科を結びつけ る のは難 しいか と 存 じますが。

○池ノ 上委員長

バ ッ グ ･ マス ク がプライ オ リ テ ィ ーがある んだ と い う こ と を十分伝えて も ら えればいい

ですね。

○隈本委員

そ う そ う 。 それをぜひ言ってほ しい。 現実問題 と して 、 かな り 悪い状態で生まれた子 ど

も は、 どんなに頑張っ て もそんなに蘇生 しないもんだ と 。 だか ら 、 蘇生 しなかっ た と い う

結果を も ってその医療行為を評価してはいけないんだ と い う こ と で、 も う 一回 、 原因分析

委員会の場合には 、 結果が悪かっ た 、 つま り 、 全然酸素濃度が上がってこ ない と か、 呼吸

が返っ て こ ない と い う こ と で医学的評価を してはいかん。 アルゴ リ ズムに沿っ た こ と をや

っ たか ど う かだけを評価 し よ う 、 前向 き に評価 し よ う と い う こ と で、 む し ろ気管挿管が う

ま く いかなかったこ と が後で分かっ た と して も 、 多分、 それをあま り 評価 してない と思い

ます。 気管挿管を した後、 何の評価もせずに、 バ ッ グ ･ マス ク のほ う がいいのに、 それを

しないでずっ と ほ う っ ておいた と い う こ と だけは評価 している と思いますけれ ど も 、 おそ

ら く 結果が悪かったか ら評価は してない と 思います。

○池ノ 上委員長

よ ろ しいですね。 他に何かございますか。

○福井委員

3 1 ページの国 ･ 地方 自 治体に対する要望の 1 つ 目 ですが 、 ｢可能 と な る よ う 適切な支援

を要望する ｣ と あ り ますが 、 も う 少 し具体的に踏み込んだ要望を したほ う がいいのではな

いかと思います。 具体的には、 自 治体が計画を出 している周産期医療計画の中に新生児蘇
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生法を位置づけて普及する こ と を要望する と い う ふ う &こ された らいかがで し ょ う か。

○池ノ 上委員長

自治体の周産期医療計画に取 り 上げる な ど。

○事務局 (御子柴)

はい。 例示 して と い う こ と ですね。

○池ノ 上委員長

それはおそ ら く 皆 さ ん、 そんなに反対意見はない と思いますので、 よ ろ しいん じゃない

ですかね。

○事務局 (御子柴)

2 7 ページに看護協会 と か助産師会で蘇生法の講習会が開催されていて 、 イ ンス ト ラ ク

ターな どが少ない と い う こ と 等のご意見がございま したので、 事務局で記載案 と して掲載

致 してお り ますので、 また こ の書き方について も ご教示頂ければ乞思います。

○池ノ 上委員長

2 7 ページの、 これ、 田村委員、 蘇生のホームページがあ り ますよね。 これが色々 な 、

例えば小児科学会と か、 新生児学会 と か、 産婦人科学会、 産婦人科医会な ど と の連携と か

リ ンク みたいな も のはでき ているんですかね

○ 田村委員

それは、 う ちの学会のほ う か ら は積極的にはアプローチ してないか と 思いますけ ど。

○池ノ 上委員長

いかがで し ょ う 、 石渡委員長代理、 そ う い う リ ンク でき たほ う が会員の皆 さ んには使い

やすいんだ と 思いますよね。

○石渡委員長代理

ええ。

○池ノ 上委員長

少 しそ こ ら辺 も 、 先生のほ う で、 も しやって頂ければ。

○ 田村委員

分か り ま した。 じやあ 、 学会の事務局のほ う か ら 、 ぜひそち らの学会でも ご紹介頂き た

い と い う 依頼状を理事長あてに出す と い う 形でいき たいと思います。

○池ノ 上委員長

そ う ですね。 あ り が と う ございます。 ど う ぞ。
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○岩下委員

ち ょ っ と あんま り 時間がないので。 今の学会に対する要望なんですが、 職能団体 ･ 学会

に関する要望 と い う のはた く さ ん こ の中に盛 り 込まれて 、 特にガイ ドライ ンも書いている

のがあ り ますけ ど 、 これはこ の報告書を出すと き に 、 要望をま と めて書 く だけではな く て 、

池ノ 上委員長のほ う か ら 、 関係団体の学会、 それか ら 、 職能団体に要望書を提出 しない と

なかなか認知 されない。 例えばこ こ に書いてある産科婦人科学会のほ う に、 ガイ ドラ イ ン

委員会のほ う ◆こ色々要望があ り ま したけれど も 、 ガイ ドラ イ ンの作成の委員長がそれを知

ら なかっ たこ と も あっ た と い う こ と 、 それから 、 先ほ どの早荊の問題なんかは研究的な事

項がだいぶ学会に要望をな されたんですけれども 、 それは専門委員会の中の周産期委員会

に、 公募の演題と いいますか、 研究課題を公募 しているんですが 、 そ う いった と こ ろに応

募 して頂 く と初めて俎上に上がっ て 、 これを周産期委員会 と して取 り 上げるかど う か と い

う の を専門委員会の運営評価委員会で討議して 、 やる と な る と予算がついて メ ンバーが決

ま って と い う よ う な こ と も あ り ますので、 ぜひそ う い う 個々 の団体の先生からのアプロ ー

チをお願い したい と 思います。

○池ノ 上委員長

ア ドバイ ス頂き 、 あ り が と う ご ざいま した。 具体的にそ う いっ た こ と を進めていき たい

と 思います。

他に何かございませんで し ょ う か。 鮎澤委員、 お願い します。

○鮎y睾委員

2 9 ページにある提言の と こ ろなのですが 、 今回 、 1 ) 産科医療関係者に対する提言 ( 1 )

の と こ ろで、 (再提言) と い う 言葉が出て く る んですね。 ｢新生児蘇生については、 アルゴ

リ ズムに従って実施する。 (再提言) ｣ と 。 こ の ｢ (再提言) ｣ と い う も のが ど う い う も のな

のか と い う こ と を読んでいる方にはなかなか分か り に く いので、 先ほ どの 、 前回提言 した

も のについては書 く のか書かないのか、 それか ら 、 これは ど う して再提言になって 、 他の

は ど う して再提言にな ら ないのか と か、 そのあた り を ち ょ っ と 分か り やす く 。 も し頭のほ

う に必要だっ た ら ば ｢ こ う い う も のについては、 前回に重ねて再提言に した｣ と 書 く な り 、

何か工夫を して頂ければと思います。

○池ノ 上委員長

あ り が と う ご ざいま した。 他にはいかがで し ょ う か。 よ ろ し ゅ う ございま し ょ う か。 ち

ょ っ と も う 時間 も過ぎま した。 本当は も う 一つ議題が ございま して 、 ｢分娩中の胎児心拍数
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聴取について｣ と い う と こ ろ までは今 朝ま ど う して もいき たい と思っ ていたのですが 、 私

の不手際でも う 時間切れになっ て しまいま した。 ｢分娩中の胎児心拍数聴取について｣ と い

う のは、 次回は 3 月 4 日 が予定されていますので、 そ こ で も う 一度今の よ う な議論を頂き

たい と 思います。

今まで議論頂き ま した残 り の 4 つのテーマについては、 事務局で作業を進め させて頂い

て、 できれば早い時期に、 4 月 の頭か 4 月 中 ぐ らいには報告書を出せる よ う な準備を した

いと思ってお り ます。 心拍数の聴取のテーマ と 、 それから 、 数量的 ･ 疫学的分析、 それを

次回にやらせて頂き たい。 心拍数について も 、 ま た数量的なテーマについて も 、 一応今 日

の資料にあ り ますので、 先生方それぞれご覧頂いて、 特に数量的な と こ ろについては 、 事

務局のほ う に ご意見を頂ければ、 事務局もそれに沿って作業を進めたい≧思います。 でき

れば、 第 1 回の報告書が 8 月 で したか、 第 2 回 目 が 5 月 と き ていますので、 今回は、 記録

更新と い う こ と で 4 月 中には出せた ら と 思ってお り ます。 そ う い う こ と で、 お忙 しい と こ

ろ をま こ と に 申 し訳ございませんが、 次回 3 月 4 日 に も う 一度、 1 つのテーマ と 、 あ と 数

量的な と こ ろ について確認を頂 く よ う な 、 そ う いったこ と をや らせて頂き たい と思います。

0石渡委員長代理

すみません。 ち ょ っ と 今 日 外妊があって 、 手術があったために遅れま した。 メ ト ロ の こ

と なんですけれども 、 お話があったかも しれないんですが、 実はメ ト ロ を どの く ら い使わ

れている か と い う こ と で調査 しま した。 2 3 年度分についてはかな り 細か く 調べている ん

ですけれども 、 全部で 5 4 万 7 , 0 0 0 件のお産を網羅 しています。 臍帯脱出が 6 0 例あ り

ま して 、 その中でメ ト ロ を使っ たのが 1 0 例、 メ ト ロ を使わなかっ たのは 5 0 例です。 そ

う する と 、 頻度を見ていき ます と 、 メ ト ロ非使用は 0 . 0 1 % 、 メ ト ロ使用は 0 . 0 3 % と

い う 有意差が ございます。

それから 、 ど う い う メ ト ロ か と いいます と 、 その 1 0 例の中で、 フジメ ト ロ が 6 例、 そ

れから 、 ネオメ ト ロ が 4 例です。 いずれも全部 1 0 0 以上入れていま して 、 ガイ ドラ イ ン

に載っ ている 4 1 未満の も のは 1 例 も臍脱が ございません。 それから 、 考案 と しま しては、

メ ト ロ イ リ ーゼの使用は臍帯脱出の リ ス ク を上げる 。 臍帯脱出の リ ス ク を上げる メ ト ロ は

フ ジメ ト ロ と ネオメ ト ロ であ る 。 ただ、 メ ト ロ を使用 して も 、 3 , 0 0 0 例に 1 例の臍帯脱

出の発生頻度である か ら 、 そのベネフ ィ ッ ト を考慮する と 一概に悪い と は言えない。 臍帯

脱出例の多 く は 1 0 0 ミ リ リ ッ ト ル以上注入 している 。 こ の よ う な考案を一応 してある ん

ですが 、 も う ち ょ っ と ま と めて 、 次回、 せっか く 調査 した も のですか ら 、 な るべ く 提言の
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中に盛 り 込め る範囲で盛 り 込みたい と 思っ ています。

○池ノ 上委員長

あ り が と う ございます。 先ほ ど も メ ト ロ については委員の先生方か ら色々議論が出ま し

て 、 リ ス ク は リ ス ク と してちゃん と したエ ビデンスが出て く れば と い う よ う な議論で した

ので、 またその リ ス ク とベネフ ィ ッ ト について も 、 次回ま た先生、 も う 少 し煮詰めた と こ

ろでお話 し頂ければ と 思います。

次回の 3 月 4 日 はテーマについて ご議論頂 く と い う のが 1 つ残っ てお り ますので、 これ

も非公開 と い う こ と で させて頂き たい と 思いますが、 よ ろ し ゅ う ございますで し ょ う か。

それでは、 ど う も あ り が と う ございま した。 不手際で 3 0 分余計頂いていたんですけれ

ど も 、 オーバー しま した。 申 し訳あ り ません。 あ り が と う ご ざいま した。

- 了 一
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